
「プレーヤーの技術や意志が100%発揮される時、スポーツは本物になる」 

私たちモルテン■ブランドは、この信念をもとに 

世界に類のないポ_ルと 

スポーツエキッブメント■メーカーとして 

つねに完璧な製品づくりを目指しています。 



アジア大会に挑む! 


(財）日本ハンドボール協会常務理事 • 強化本部長 蒲生晴明 


日本代表 チームの アジア大 
会成績は右の表のとおりであ 
る。 

日本代表チームは、1982 
年から男女のどちらかが連続 
でメダルを獲得してきたが、 

前回の釜山大会で、初めてメ 
ダル獲得ができなかった。ア 
ジアの競技力では、男女ともに韓国の牙城は破れていないものの、男子については中東諸国の競技力が著 
しく向上しており、また女子についても、中央アジア諸国が不気味さを持っている。北京オリンピック開 
催国中国は、韓国からコーチを招聘し韓国のスタイルの戦術に強化されてきた。わが日本代表チームは、 
男女ともにヨーロッパからコーチを招聘し、新たなる強化をスタートさせた。今回のアジア大会は、そう 
いった意味で、男女ともに来年の北京オリンピックアジア予選を見据え、「男女ともに最低メダル獲得！」 
を目標にしている。女子については、韓国に絞った戦いが焦点である。男子については、韓国•中国•中 
東諸国どの国に対しても、気を許せるものはない。 

☆男子チーム 15力国参加 

リマニッチ監督の初采配となる公式大会であり期待したい。5月から強化合宿を重ね、11月ジャパン 
カップを経て、クロアチア遠征で最終的に仕上げてドーハに乗り込むスケジュールを立てている。宮崎(大 
崎電気）•門山（トヨタ車体）•富田（大同特殊鋼）など若い選手の台頭で、レギュラー争いが激化してい 
る。キャプテン中川（大崎電気）などベテランを交えて、韓国•中国をはじめクウェート•開催地カター 
ルなど中東勢と激しい戦いを勝ち抜いていきたい。 

A グルーフ バーレーン、カタール、インド、マカオ 

巳グループ……クウェート、中国、香港、イラン 
C グループ……日本、 UAE 、 ウズベキスタン、サウジアラビア 
D グループ……韓国、レバノン、シリア 
☆女子チーム 8力国参加 

7月に行われたアジア選手権では、韓国には引き離されたが、中国と激戦の結果2点差で惜しくも敗れ 
たもののカザフスタンには快勝し、充分手応えを感じることができた。11月のジャパンカップの後、国 
内合宿を経て、ドーハに乗り込む。バウワー監督が信頼している田中美音子（ソニーセミコンダクタ九州） 
を中心に機動力を活かし、韓国 • 中国との激戦をものにしていきたい。 

A グループ……カザフスタン、中国、ウズベキスタン、インド 
巳グループ……韓国、日本、タイ、チャイニーズタイペイ 
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のじぎく兵庫国体 


第 61 回国民体育大会八ンドボール競技 



成年男子：優勝埼玉県、2位広島県、3位愛知県、4位佐賀県 
5位秋田県、東京都、三重県、熊本県 
成年女子：優勝鹿児島県、2位石川県、3位熊本県、4位岡山県 
5位愛知県、広島県、香川県、福岡県 
少年男子：優勝神奈川県、2位兵庫県、3位京都府、4位岐阜県 
5位茨城県、埼玉県、富山県、福井県 
少年女子：優勝富山県、2位京都府、3位兵庫県、4位宮崎県 
5位埼玉県、三重県、大阪府、山口県 



総評 


兵庫県八ンドボール協会理事長大原 ） 隶昇 


「ありがとう•心から•ひようごから」のスローガンのもと 
第61回国民体育大会ハンドポール競技は10月6日（金） 
〜1◦日（火）の期間に成年男子（朝来市•養父市)、成年 
女子（三田市)、少年男子（高砂市)、少年女子（加古川市） 
の5市、6会場（朝来市和田山体育センター•養父市八鹿総 
合体育館 • 三田市立駒ヶ谷運動公園体育館 • 三田市立城山公 
園体育館 • 高砂市総合体育館 • 加古川市総合体育館）で熱戦 
が繰り広げられた。 

天皇杯は埼玉県、京都府、地元兵庫県が同得点となり、そ 
れぞれ男女総合第1位に、皇后杯は鹿児島県、富山県が同 
得点で共に第1位となった。種別では成年男子：埼玉県、 
成年女子：鹿児島県、少年男子：神奈川県、少年女子：富山 
県がそれぞれ優勝した。 


5市との合同会議、各市実行委員会との打合せ等、5倍の 
動力は掛かったが、国体担当の松野常任理事がよくまとめて 
くれた。また、ハンドボール不毛地、朝来•養父市には推進 
委員として千葉、丸茂委員が普及活動して小 （16) •—般 （5) 
チームが 誕生した。 

各会場は連日満員であった。特に成年男子決勝は超満員で 
入場を打ち切った。また、本県の少年（男•女）の活躍で大 
いに盛り上がった国体であった。 

観客数は少な目に見ても、養父市3千人 （3 日）•朝来市 
4.5 千人 （4 日）•三田市1万人 （5 日）•加古川市1万人 （5 
日）•高砂市1万人 （5 日）と約4万人近くの人々にハンド 
ボール競技を見て頂いたことは広域地大会ならではの最大の 1 
メリットではないかと思われる。 


広域地開催 


今後の課題 


阪神•淡路大震災が平成7年に発生した年末、神戸市よ 
り「ぜひ開催」をと第47回全日本総合選手権を始めとして、 
第49 • 50回大会の開催、更に ‘03のアテネオリンピック 
アジア予選の為のナショナルチームの強化国際試合と多くの 
事業に取り組んでいた最中の国体開催決定だった。国体事務 
局では、協会は運営力があるから熊本県のように広域で実施 
して ハンド ポールを県内に普及させて下さい、だった。熊本 
県とは事情が違う事を重々知りながら了承した。幹事市高砂 
(大会本部）と加古川は隣り合わせだが、本部から朝来•養 
父市は北西に、三田市は北東にそれぞれ100 km と離れてい 
る、熊本県以上の広範囲で、5市での大会開催には不安があ 
った〇 


半世紀に一度の国体開催は必ず各都道府県には回ってきま 
す。地方協会は開催が決定すれば、大会開催準備と強化対策 
が行われるのは当然のことですが、最後は強化結果（得点） 
のプレッシャーがあります。この結果が地方協会活動に大き 
な影響を及ぼすのは言うまでもありません。国体開催は各競 
技の認知度を高め、フアン層を広めることができる国内最大 
の大会で在るゆえ、各競技団体は組み合わせ抽選にしろ、シ 
ード権にしろ、競技独特のやり方で、種目の輪を広げようと 
創意工夫している。日本協会に於いても、ハンドボール発展 
ため、このような検討をお願いしたい。最後に日本協会を始 
め、ご指導、ご協力戴いた関係各位に厚くお礼を申し上げる 
と共に、来年度の秋田国体の成功を祈念いたします。 
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チームー丸となっての国体出場 

東京都（明星クラブ）：! 匕澤昌明 

,___その後も決して楽ではなかった 



鈴木監督が今年の3月に明星高校を定年退職した事を期 
に、全国の舞台でもう一度采配を振るってもらおうと教え子 
が集まり、国体で日本リーグ勢を破るという意気込みで明星 
クラブを結成した。 

チームの方針として、①鈴木監督の洗練されたスピードハ 
ンドボールを目 指す②明星の現役のお手本となるプレーを心 
がける③試合中に審判へのアピールは厳禁、を掲げた。3月 
11日（土）に始動し、毎週末の人数が多く集まる日を練習 
日とした。平均年齢が裕に30を超えるだけあり、最初は現 
役と練習試合をしても20分を過ぎると極端に動きが悪くな 
り、1試合できるようになるのか不安になった。練習を重ね 
るごとに良くなり、明星らしい速攻も出るようになったが、 
クラブチーム相手の練習試合ではパワー不足から9 m ライ 
ン内に押し込まれ、ずるずる引きずられて失点するケースが 
目立ち、課題となった。 

都の予選前は、チームの力がどのくらいのレベルにあるの 
か解からず、不安をもって臨んだが、初戦の大勝で安堵し、 


が、ある程度の余裕を持って勝ち 
抜くことができた。6月10日（土） 
から関東ブロック大会に向けて再 
始動したが、そこで痛ましい事故 
が起こってしまった。各自、アッ 
プ後、ミニバスケットを始めて間 
もなく、宇田川敏郎選手が突然倒 
れ、意識を失いそのまま亡くなっ 
てしまった。当日、練習をともに 
していたメンバーのシヨックはひ 
と際大きく、続けるべきか、また 
続けられるかという気持ちがしばらくあったが、宇田川さん 
のためにも国体出場を勝ち取らなくてはという気持ちで、チ 
—ムがいままで以上に結束し、再スタートをきった。 

練習を再開できたのは7月1日で、都の予選が終わってか 
ら1ケ月以上たってしまい、その上、暑さも加わり、チーム 
をゼロから立て直すことになってしまった。暑さは特に大敵 
で、体力の消耗により集中力も低下し、チーム内の初歩的な 
約束事が徹底できないことも度々あり、危機感を持たせられ 
た。 

関東ブロック大会の2日目はまさに危機的状態になって 
しまった。2試合目の神奈川県戦の後半は肉体的にも精神的 
にも追い込まれ、前半の貯金がなければ危ない試合だった。 

数人の選手の体力消耗は尋常でなく、翌日の茨城県との代 
表決定戦にも影響したが、チームー丸となって国体出場権を 
もぎ取った。 

国体でも北陸電力の福井県に勝利でき、チーム結成時の目 
標が達成できた。 



园圍函圓园圏 


肉刪.病後の妊体溫溫合栄溫别 


性 5 肖耗性疾惡 
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お取扱い店のお«い合せは HI 01 20-39-09711 
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試合をインターネットライブ配信 

では成年男子の試合がライブ中継されました。1回戦では地 
元兵庫対広島、準々決勝埼玉対秋田、佐賀対三重、準決勝埼 
玉対佐賀、愛知対広島、3位決定戦と決勝戦です。地元アナ 
ウンサーの進行の元、ボランティアの方々の地元紹介などを 
含めています。解説は日本協会、木野常務理事と村松常務理 
事、今井敬太兵庫県協会理事が勤めました。（写真は放送席 
の三好香アナウンサーと放送ボランティア • 朝来会場） 

録画中継では、開始式、閉会式と成年男子の16試合を見 
ることができます。なお、録画中継は下記サイトで、平成 
19年3月31日まで視聴可能です。アクセスをしてみてく 
ださい。 http :// www . habatan 2006. tv / 


成年男子でサイン会開催 

成年男子の部は、養父市八鹿（ようか）総合体育館と朝来 
市和田山体育センターにおいて開催されました。各ブロック 
予選を勝ち抜いた16チーム参加でしたが、やはり日本リー 
グを中心とする県が順当に勝ち上がり、ベスト4は、大崎電 
気の埼玉県、トヨタ紡織の佐賀県、大同特殊鋼の愛知県、湧 
永製薬の広島県となりました。 

ここでは、アジアサーキット、それと昨年来のリハーサル 
大会でハンドボールの認知度も高く、さらに今年正月の筋肉 
番付での宮崎選手の活躍もあり、試合後選手にサインを求め 
るフアンが多く出ました。特に宮崎選手などは多くのフアン 
に囲まれサインを求められていました。 

実行委員会では、これらの混雑の解消と、観客の皆様の混 
乱を避けるため、試合終了後特別にサインコーナー（写真） 

の設置というご配慮をいただきました。試合終了後には、チ 
ームのご協力をいただきサイン会を実施しました。サインコ 



ーナーには、子供たちから、ボランティアの方々も集まり、 
色紙、サイン帳、帽子やウインドブレーカーなどさまざまな 
ものにサインをしてもらい、一緒に写真を撮るなど長時間に 
わたって続きました。特に宮崎選手の人気は高く、長蛇の列 
となっていました。 



のじぎく兵庫国体では、初めての試みとして、各競技の様 
子がインターネットで生中継されました。ハンドボール競技 



Power & Value 
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力の結集が新たな未来を創り出す。 



4 — 












のじぎく兵庫国体 

第 61 回国民体育大会ハンドポール鯓技 


■ 11… I II 1_ ■■■■■■■ I 

【成年男子】 

▼3 位決定戦 

愛知36 (13 — 17、23— 15) 32佐賀 

[戦評]最初は一進 
一退の攻防であっ 
た。佐賀は堅いディ 
フェンスからの速攻 
が決まり、徐々に点 
差を広げていく。愛 
知も反撃するが、佐 
賀の ロング シュー 
卜、速攻が決まり、4点差で前半を折り返す。後半、佐賀は 
4 — 2 ディフヱンスに変えて防御するが、愛知は3点を連取、 
追い上げる。4分過ぎには佐賀9番 • 鶴田の退場で愛知が一気 
に追いつくかと思われたが、逆に速攻ミスで点差を広げられた。 
しかし、愛知は4番 • 末松のカツトインからのシュートで追 
いつき、続けて2番 • 松林のポストシュートでこの試合初め 
てリードを奪った。その後も白熱したゲーム展開となったが、 
愛知 GK • 高木が好セーブを見せ、攻撃陣もそれに応える速攻 
を見せて得点を重ね、リードを広げていった。佐賀も最後まで 
粘りを見せたが、愛知が4点差で勝利を飾り3位となった。 



▼決勝戦 


埼玉33 (16 — 14、17— 18) 32広島 


[戦評]開始20秒、広島11番 • 東のジャンプシュートで先制 
する。埼玉も7番•永島のポストシュートで同点として、その後、 
一進一退のゲーム展開となる。15分過ぎ、埼玉は9番•猪妻 
のサイドシュートを皮切りに宮崎の速攻などで一挙に5点を 


連取、 13 — 8とリー 
ドした。広島も26分 
にはキーパー • 坪根の 
好セーブから速攻に 
つなげ、同点に追いつ 
く。しかし埼玉は残り 
1分から2番•豊田 
が2点をあげて16— 
14と2点をリードし 
て前半を終える。後半 
も両チーム互いに得点 
を重ね、9分まで21 
— 20 と埼玉の1点リ 
ードで進む。10分過 
ぎ、ここで決められ 



れば同点になるというピンチ 
で埼玉 GK* 浦和が好セーブ 
を見せる。そして逆に連続3 
得点、一気に流れは埼玉ペー 
スとなる。追いすがる広島も 
小藪、山口、下山を中心に得 
点をあげるがなかなか点差は 
縮まらない。残り1分、広 
島は相手ミスから速攻を決め 
1点差となる。なおも残り5 
秒でフリ ースローの チヤン 
ス。ここで決めれば延長戦というところまで詰め寄ったが、最 
後は1点差を守りきった埼玉が優勝を飾った。 

【成年女子】 

▼3 位決定戦 

熊本33 (16 — 8、17 — 8) 16岡山 

[戦評]立ち上がり、 
両チームともスローべ 
ースで展開し、10が 
経過。熊本はロングシ 
ュート、サイドシュー 
卜などで連続6点を 
あげリード。一方、岡 
山は攻撃にリズムがつ 
かめず、ようやく11 
分にサイドシュートで1点をあげた。熊本は堅い守りでその 
後も速攻などで得点を加え、前半を 16 — 8で終了。後半も熊 
本はディフェンスラインを上げ、 GK •勝田を中心に堅い守り 
から速攻などで得点。また、セットプレーでもサイド、ポスト、 
カットインと全員で得点を加え、一方的なゲームになった。岡 
山は連戦の疲れからか攻撃にリズムがつかめず敗れた。 

▼決勝戦 

鹿児島28 (15 — 9、13— 17) 26石川 




[戦評]日本リーグ強豪チ 
ームの決勝戦、先手を取っ 
たのは石川1〇番 • 野路の 
ミドル。その後、両 チーム 
ゴールキーパーの好守もあ 
り、なかなか加点できずに 
10分が経過。その後も一 
進一退であったが、25分 
を過ぎてから鹿児島が速 
攻、ポスト、ミドルで連続 
得点をあげ、ペースを握 











【少年男子】 

T 3位決定戦 

京都40 (20 — 13、 20- 11) 24岐阜 

[戦評]前半立ち上がり、京都9番•杉本のまわりこみシュー 
卜から動き始めた試合は、終始、京都が優位に試合を進める 
展開。特に京都は7番 • 小笠原のポストプレーは確実であり、 
攻撃の核となった。一方岐阜は、ミドルシュートなどで追い上 
げを図るが、バーに阻まれたりしてなかなか得点できず、徐々 
にリードを広げられ、20対13と京都の7点リードで前半を 
終了。後半に人っても京都は攻撃の手を緩めず、ポストを気に 
するディフェンスを横目に9番 • 杉本が立ち上がりから連続 
得点をあげるなど得点を重ねた。京都のディフェンスを攻めあ 
ぐねていた岐阜も1〇番 • 宮崎の目の覚めるようなミドルシュ 
ートなどで応戦するが、40対24で京都が勝利を飾った。 


30兵庫 

[戦評]開始4分、 
兵庫7番 • 碓氷の 
スカイ プレー から 
連続得点するが、神 
奈川も4連続得点。 
その後、 キーパーの 
好守と8番•仁平 
の連続得点で神奈川 
がリードを奪う。さ 
らに17分、兵庫3 
番*西脇の退場で 
神奈川優位の状態が 
続くが、兵庫4番* 


[戦評]兵庫が6番•上村の速攻で先取点をあげ、優位に展開 
し、前半20分には 9 — 3とリードを奪う。さらに兵庫はキー 
パーの好守などでリズムに乗った攻撃を展開、大きく点差を広 
げる。前半は14 _ 4と10点の差をつけて終了。後半立ち上 
がり、両チームともにリズムが重く得点が動かない。兵庫*岡 
田のシュートで動き出すが、宮崎がその後5点を連取してよ 
うやく流れをつかむ。10— 15と宮崎が追い上げたところで 
兵庫がタイムアウト。そこから兵庫も立て直し一進一退の展開 
となり、兵庫が前半の大差に助けられ 18— 14と4点差で逃 
げ切った。 

▼決勝戦 

富山28 (19 — 9、9一 11) 20京都 

[戦評]富山•作内のミドルシュートで先制するが、京都も采 
野の速攻で1一1。富山 GK •石田の好セーブもあって富山優 
位で進む。5分には4一 1とリードを奪う。京都はこれまで 
の試合で見せた華麗なパスワークが分断され、シュートも富山 
GK 石田に止められる苦しい展開。前半終了時には19 — 9と 
大差がついた。後半 
早々、京都は堅いディ 
フェンスから速攻が出 
てリズムをつかみかけ 
た。しかし富山も着々 
と加点、なかなか点差 
は縮まらない。17分、 

富山に退場者が出た 
が、京都は点差を詰め 
きれず、結局前半の貯 
金を守った富山が28 
— 20 で頂点に立った。 


▼決勝戦 

神奈川33 (14-13、19一 17) 
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って前半を終えた。 
後半、石川が速攻、 
サイドで追い上げ、 
10分には3点差と 
するが、鹿児島は5 
番 • 田中の連続得点 
で加点した。石川は 
ポストのボールを集 
めて得点し、20分 
には2点差まで追 
い上げ、会場はヒ 
ートアップした。結 
局最後は鹿児島が2 
点のリードを守りきって優勝を飾ったが、最後まで目を離せな 
い激し t ヽ攻防の決勝戦となった。 


馬場のポストプレーなどがあり一進一退の展開。兵庫はシュー 
卜を打つが神奈川のデイフェンスの高さにリードを奪うに至ら 
ず、神奈川の1点リードで前半を終了。後半開始20秒、兵庫 
6番•香山のサイドシュートで同点となるが、その香山の退場 
で神奈川がリズムをつくり、4連続得点をあげる。その後もキ 
ーパーの好守、パスカツトなどで神奈川が加点するが兵庫も懸 
命に追い上げ20分過ぎには同点に追いつく。兵 庫キーパー • 
北原の好守、全員攻撃、地元の大声援で緊迫した試合展開とな 
るが、最後は神奈川が3点差で逃げ切った。特に神奈川8番- 
仁平の活躍が目立った。 

【少年女子】 

▼3 位決定戦 

兵庫18 (14 — 4、4一 10) 14宮崎 
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兼07世界ジュニア選手権アジア予選/兼第11回ヒロシマ国際ハンドボール大会 


日本5位に終わり 
世界選手権出場ならず 

広島県八ンドボール協会理事長山本一 


1994年に広島市で開催された第12回アジア競技大会の 
メモリアル大会として翌年から開催されているヒロシマ国際 
ハンドボール大会も、今年で11回目を迎えました。今年は 
8月21日（月）の審判会議、代表者会議を行ない、翌日か 
ら2日の休息日を挟んで31日（木）までの11日間、アジ 
アより11の国、地域が参加した大規模な大会となりました。 
会場はアジア大会のハンドボール会場であった東区スポーツ 
センターで開催しました。 

広島で毎年開催される国際大会ですが、広島の関係者にと 
ってこの大会を日本ナショナルチームの強化に役立ててもら 
うことが最大の望みです。北京オリンピックの次を目指す日 
本 U — 21には是非とも地元開催の優位に立って世界選手権 
出場の権利を取ってほしかった大会です。また来年行なわれ 
る豊田市での北京オリンピックアジア予選に弾みをつけてく 
れることを期待していました。そうした意味合いからも広島 
では充分とはいえないまでも出来るだけの準備をもって迎え 
た大会のつもりでした。アジア連盟からの連絡では開催は当 
初9月中旬ということで、学校も新学期は始まっているし 
運営役員の確保が大変だと思っていたところ、8月開催とな 
りまずは一安心といったところでした。 

この大会はアジアより21歳以下の若者達が集まっての大 
会です。それなら運営も広島の同年齢の諸君にゆだねてみよ 
うということにし、選手係、通訳、会場係等を広島県内の大 
学生にお願いしました。大学チームには中四国リーグの日程 
を変更してもらい、又一番練習に励まなくてはならない時期 
を大会手伝いで満足に練習が出来なかったことなどで迷惑を 
掛けたと思います。 

例によって参加チームの最終決定までには紆余曲折があり 
ました。6月のエントリーには13チームの参加申込があり 
予選は4グループに分けて一次リーグを行なう予定でした 
が、まずアラブ首長国連邦が抜け、大会直前まさにプログラ 
ムなど印刷寸前になって、オマーンが参加辞退を連絡してき 
ました。 

そんなこんなで大会直前まで日程が確定せず慌てました 
が、これも後から考えるとアジア連盟がらみの大会では当た 
り前の事だったなと苦笑しています。 



大会は前述の 
通り11の国、 

地域から役員選 
手236名、レ 
フェリー8ぺ 
ア16名 、 AHF 
テク ニカルコ ミ 
ッテイ12名の 
総勢264名と IHF 役員1人の参加でした。 

大会では小さな問題点は多々ありましたがおおむね順調に 
推移し、無事11日間の日程を終えて9月3日には全チーム 
広島を後にしました。 

今大会の最終成績（誅細は戦評、スコアールームを参照)、 
および表彰選手は次の通りです。 


【最終成績】 



優勝クウェート 

7位 

カタール 

2位韓国 

8位 

インド 

3位サウジアラビア 

9位 

チヤイ ニー ズ • タイペイ 

4位中国 

10位 

マカオ 

5位日本 

6位イラン 

m 立 

香港 


【大会ベストセブン】 

GK ムハンマド•アルサーレム（サウジアラビア） 
C P サレハ•アルジャイマズ（クウェート） 

野村喜亮（日本） 

ティアン • ジァンシア（中国） 

キム • ナンフン（韓国） 

エハサン • ネジャド • イマン（イラン） 

ナサー ル•ジャ ファ （クウ ェー ト） 

得点王：エステキ•アルラハラム（イラン）52点 


最後にこの大会を開催するにあたり共催の中国新聞社、特 
別協賛の㈱モルテン、㈱アシックス、オフィシャルドリンク 
提供のキリンビバ レ ッジ№1 コカ，コーラ ウェストジャパン 
㈱をはじめ広告協賛をいただいた関係各位および報道各社に 
対してお礼を申し上げます。 


— 1 — 
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第10回アジア男子ジュニア選手権を終えて 

全日本男子 U — 21 へ 、、 j ドコーチ滝川一徳 



たくさんの方々の期待を背に広島で開催されたアジア男子 
ジュニア選手権を終えて2ヶ月がたった今、もう一度大会 
を振り返り、ヘッドコーチとしての思いを述べさせて頂きま 
す。 

はじめに 

まずはじめに、22年ぶりの世界ジュニア選手権出場を目 
標に、黄金世代と言われたタレント選手とともに日本球界の 
大きな期待をひしひしと感じながら4月から全力で戦って 
まいりました。しかし結果は5位。期待にこたえることが 
できず大変申し訳なく思っております。この場をおかりして 
このチームを陰に陽に支えて頂いた関係者の方々に深くお詫 
び申し上げたいと思います。 

大会に向けての準備 

4月にヘッドコーチを任され、以来2回の合宿とスウェ 
ーデン • デンマーク遠征という強化を進めてまいりました。 
6月上旬の日本リーグサマーキャンプではナショナルチー 
ム、 U — 23、日本リーグチームとたくさんの試合をさせて 
頂き、また日本のトップ層を肌で感じることで今までにない 
実りある強化ができました。また、スウェーデン•デンマー 
ク遠征でエントリーした2つの大会で優勝することができ、 
スタッフ • 選手のモチベーションはもちろん、ハンドポール 
関係者の期待は広島の大会に向けて益々高まっていたことと 
思われます。私自身も高校のチームを持つ1人としてインタ 
ーハイ、国体ブロック予選と多忙を極めましたが、任された 
からには22年分の思いをこの大会にぶつけようと必死で強 
化活動を行ってまいりました。 

そして迎えた日体犬での直前強化合宿。前全日本チーム監 
督の松井先生にも多くのアドバイスを頂き、また市原副会長 
には激励にまでお越し頂き、プレッシャーの中にも我々スタ 
ッフは大変心強い思いをしたものでした。しかし、一つ残念 
なことがありました。選手には大学の夏休みがあり（各所属 
チームで日数は異なりましたが)、その後各チームでの練習 
をこなして合宿に集合しましたが、集合日にすでに故障を抱 
える選手が数名おり、聞けば夏休み期間中ほとんどトレーニ 
ングを実施していなかったということでした。すべてそれら 
も私自身のチーム管理の甘さではありますが、あまりにもの 
自覚のなさに悔しい思いを致しました。 

大会の成果と反省 

上記で述べました通り、故障者を抱えての現地入り。直前 
合宿の集合時に「これからおこりうることはすべてプラスに 
考えよう」と選手に伝えたものの内心「ここにきて…」とい 
う不安もありました。 


ここで、今までの経験と将来のナショナル選手育成のため 
に私が進めてきたジュニアナショナルチーム強化の柱を述べ 
させて頂きます。 

{チーム強化方針} 

• 個人として… DF の中心を任せることのできる走れる BP • 
PP の育成。 

• 組織として…地元開催の大会に向け支えて下さった方々へ 
の感謝の気持ちを忘れず、100%全力でプレーし愛される 
チームになる。 

{戦略戦術} 

• 大型でスピードのある選手をベースに OF * DF とも機動力 
を活かした攻撃型ハンドボールの構築を目指す。 

DF システム…6 — 0 (攻撃型）^5 -1(変則）をべ一 
スに中央を固める DF の徹底 

OF システム…きっかけを徹底しスペースを利用した連続 
攻撃の展開 

FB パターン…クロスを基本スタイルに緩急をいかした FB 
の展開 （3.5 次速攻まで） 

RE パターン…3つのパターンを基本ベースに効果的なク 
イックスタ'— 卜 の確立 

{基礎体力} 

• 上肢のパワーアップ…幹を含めたバランスのとれた筋カア 
ップ（ベンチプレスチーム平均体重割 1.25 以上） 

• 下肢のパワーアップ…徹底した走り込みによるスタミナの 
育成（試合の大切な場面で機動力を持ってフルに動けるス 
タミナ） 

{メンタル} 

• 対韓国を最大のターゲットにイラン•クウェート対策とし 
て初戦からセミフアイナルまでタフに戦えるメンタル面で 
のスタミナ強化（初戦と勝負のかかった試合への対策） 

• プレッシャーのかかる地元開催の大会でそれらをエネ、ルギ 
一に変えられる精神的タフさと、栄養摂取•休養の知識を 
準備し日頃から実践する。 

{チーム理念} 

• 3 つの C 

Concentration (集中力） 

Control (冷静） 

Confidence (自信） 

プラス4つめの C Communication (コミュニケーション） 
• 「今を重要視する」「今するべきことをする」「今に集中する」 
(時間軸を今におく） 

これらを念頭に強化し大会に臨みましたが、結果は5位。 
初戦のマカオ戦は無難に乗り切ったものの、元来この世代で 
は力不足で白星の想定内にあった中国の急成長に屈し、イン 






第 10 回アジア男子ジュニアハンドボール選手権 


ド戦に勝利した時点で韓国に3点差以上の勝利を収めない限 
り準決勝に進出できない状況となってしまいました。この間 
も主力選手が高熱でダウンするなどこのチームを任されて以 
来の最悪のコンデイシヨンの中での大会でありました。欧州 
の大会で勝ち続けてきたチーム状態と比べると、闘争心はじ 
め日の丸を胸に戦う集団としての機能が十分でなかったと言 
えます。すべての責任は私にあるものの、これが今の学生の 
意識の低さなのかと少なからず考えてしまいました。また、 
韓国戦のみ会場はほぼ満員でしたが、その他の試合は「本当 
にこれがホームでの開催なのか？」と目を疑うくらいの惨状 
でした。必死で食らいつくものの中国戦 • 韓国戦では大切な 
時間帯にイージーなミスを連発し、リードされ結局は焦りと 
ともに自分達の勝ち方、戦い方を忘れ、一番心配していた個 
人技頼りのゲームとなってしまったことが最大の敗因と言え 
ると思います。しかし、最後のイラン戦では自分達の勝ち方 
を思い出し、選手それぞれが2月のフランス遠征以来意識し 
てきたトレーニングの成果を出し、白星で大会を終えること 
ができました。欧州の対大型チームとの経験がなければイラ 
ン戦の勝利は得ることができなかったと確信しています。 

これからに向けて 

「黄金世代」と言われ続け勝つことを宿命として今まで選手 
生活を送ってきた選手にとって今回の敗戦は苦レヽ経験となっ 
てしまいました。私自身も自宅で休む時間もほとんどなく自 
分のチームの大会や勤務先での校務、そしてこのチームでの 
合宿 • 遠征 • 大会と駆け回ってここまでやってきた自負もあ 
りました。それでもこの年代のアジアで勝つには相当のエネ 
ルギーが必要であると他国の強化を見ると感じざるを得ませ 
ん。22年ぶりの世界進出を託されておきながら大変心苦し 
い敗戦の弁ではありますが、仮に中国に勝っていたとしても 
…たとえ選手の将来性は日本の方が上であることは確信でき 
たとしても…現時点で韓国とクウェートに勝つことは厳しか 


ったと考えます。2力国しか世界に出て行けない、しかもク 
ウェートは中東問題を差し引いても実力をつけており、韓国 
の一本化された強化体制や中国の台頭を考えますと、国内で 
のタレント選手輩出に期待をしてしまうジュニア育成の根本 
を今一度考え直さない限り、今後この世代での世界進出はま 
すます厳しくなっていくと思われます。 NTS の柱は「見つ 
ける•育てる•活かす」であります。 

この世代に象徴されますようにタレント選手を発掘する 
「見つける」は球界の取り組みで満足に近いものはあります 
が、「育て、活かす」までには至っていないのが現状である 
と思います。ここから先に進むには、我々ジュニア育成に携 
わる指導者が、世界に通用するための選手育成を念頭に置い 
た指導を常日頃から実践しなければ「いい選手」は見つけら 
れても「強い選手」を輩出することができないのではないで 
しょうか。今回の敗戦の責任は私が重く受け止めております。 
しかしこのまま日本がこの位置から脱却するためには今一度 
考え直す時期が来ていると思います。どうかこの苦い思いが 
大会後に私が選手と約束した「あの広島での負けがあったか 
ら今俺たちはここにたっているんだ」とオリンピックのコー 
卜に立ち、さらには表彰台を目指して頑張る近い将来の代表 
選手に届くことを祈ってやみません。 

最後になりますがこのチームを支えて頂いた多くの方々、 
広島での大会運営にご尽力頂いた皆様、大会中何度も「将来 
のある選手だからしっかり育てていこう」と励まして下さっ 
た市原副会長や蒲生団長、そして私とチームを支えて下さっ 
た日体大松井監督、湧永製薬山口選手、岩本•阿部両コーチ、 
尾中•関沢両トレーナー、有田ドクター、大会中寝ずに相手 
の分析をして下さった小笠原さんはじめ情報スタッフの方々 
にあらためて感謝の意を表します。また素晴らしい選手達と 
の出会いに感謝し、彼らが近い将来、必ずやこの敗戦を糧に 
世界で活躍してくれることを祈って大会の総括とさせて頂き 
ます。本当にありがとうございました。 


大会雑感 


世界ジュニア選手権のアジア予選 
を兼ねた今大会はクウェートの4連 
勝で終わりましたが、大会の裏の出来事を記します。 

広島アジア大会の折、一館一国運動としてカタールを応援し 
て以来交流をしている広島市安佐北区安佐公民館カタール会（久 
保田清信会長）の方たち38人が8月26日のカタール対チャイ 
ニーズタイペイ戦の応援のため会場に駆けつけ盛んな声援を送 
リました。試合は応援のかいあって35対24でカタールの圧勝。 
試合後、カタール会のメンノ\'一は選手団と地域の子供達が作った 
応援横断幕の前で記念写真を撮ったり交流しました。この模様は 
当日 NHK のニュースで流されました。 

今大会はアジア連盟の主催ゲームであり、 AHF から大勢の役 
員が来て大会運営にいろいろ口を挟むわけですが、大会要項に 
ある根本的なメンバーの提出、写真の提供など相変わらずのルー 
ズさは何とかならないものでしようか。特に AHF お膝もとのク 
ウェートやサウジアラビアなどは何度催促してもなしのつぶて。 
日本協会の平賀ざんには迷惑をおかけしました。 


大会最終日の決勝戦にはクウヱートの応援に AHF 会長のシェ 
イク•アーメッド•アル-ファハド•アル-サバーの弟殿下タラル • 
ファハド_アル-サバ'一氏が急遽、会場に来られたのには驚きま 
した。当日朝クウェートの日本大使館からは第二大使が応援に行 
くのでよろしくと連絡がありましたが、いざ会場で出迎えてみる 
と殿下他4人で来られアタフタしたこともほのぼのとした出来 
事でした。クウェートが優勝するやクウェートの役員を始めメン 
バーが殿下を取り囲み抱き合うなど大騒動でした。 

いろいろな 
事がありまし 
たが、国際交 
流のお役に立 
つことが少し 
でも出来たの 
ではないかと 
思つていま 

9 。 左から3番目がアル-サバー殿下 











第 10 回アジア男子ジュニアハンドボール選手権 


【試合戦評】（日本戦のみ） 

▼予選リーグ 

日本36 (17 — 4、 19-8) 12マカオ 

[戦評]予選リーグ初戦、日本は運動量の多い 6 —0DF でプレ 
ッシャーをかけ、染谷、松本の速攻、野村のロング、カットイ 
ンで8分までに7連取し、ゲームの流れをつかむ。その後も 
安定した DF からの速攻で、前半 17 — 4としゲームを決めた。 
後半は、東長濱のアシストやステップ、カットインで加点。守 
っては、甲斐、内田の両 GK の好セーブもあり、さらに点差を 
つけ、 36— 12の快勝で初戦を勝利を飾った。 

中国33 (20 — 15、13 -15) 30日本 

[戦評]立ち上がりは互角だったが、中国の長身を活かしたミ 
ドルシュートとポストプレーで得点を重ね、前半15分で12 
対5と中国のリズムでゲームが進んだ。その後日本もリズム 
を取り戻し、速攻やセットプレイから17番棚原のロングシュ 
ートなどで得点し、22分には14対11と挽回した。23分以 
降は中国18番、14番のミドルシュート、日本は15番東長濱 
と17番棚原のミドルシュートと双方打ち合い、20対15中国 
リードで前半を終了した。後半に人っても日本はリズムが取り 
戻せないままゲームが進行、得点は重ねるものの中国も力強い 
ロングシュート、カットイン、ミスからの速攻と攻撃の手を緩 
めない、17分過ぎには30対20と10点差をつけられた。こ 
れで日本も万事休すかと思われたが、ここから日本の猛烈な追 
い上げが始まる。セットプレーから棚原のミドル、染谷のサイ 
ドシュート、攻めあぐねる中国から速攻をもぎ取り、なんと 
8連取。24分過ぎに2点差まで詰め寄った。しかし、中国の 
17番のサイドシュートで加点、日本も棚原、東長濱らのシュ 
ートで得点するも3点差で勝利を逃がした。 

日本43 (21 —10、 22-6) 16インド 

[戦評]中国戦に敗れ後がない日本、立ち上がりから気迫ある 
ディフェンスでインドを圧倒。10分過ぎまでに7 — 3 と主導 
権を握った。攻めては、セットブレーから8番野村が打ち込み、 
高さのあるディフヱンスで相手のポストプレーとロングシュー 
卜を封じ込め、2番染谷の速攻などで着々と加点した。25分 
までに 18 — 7と大量リードを奪う。インドも4番、5番が果 
敗にシュートを狙うも、単発に終わり得点差は広がる一方であ 
った。後半に入っても、日本は攻撃の手を緩めず、本日10得 
点を挙げた8番野村、サイド1〇番松本 （7 得点）の両サウス 


ポーの活躍で攻守にわたりインドを圧倒した。インドも必死に 
攻めるが、日本の高いディフェンスを崩すことができず、パス 
ヵットやミスからの速攻で失点を重ねた。日本は攻撃の手を緩 
めることなく 43点という大量得点をあげて勝利を飾った。 

韓国33 (16—14、 17-15) 29日本 

[戦評] 決勝トーナメント進出をかけた大一番、応援団の熱気 
にも押され、日本チームは出だしから好調、5番石川の積極的 
な仕掛けから7 m スローを4番大田が着実に決めるなど6分 
過ぎまで5 — 2とリード。中盤、韓国の高い 3 — 3ディフェ 
ンスが機能し始め、ディフェンスからの速攻などで、13分過 
ぎから5連取で、一気に 8 — 9と逆転を許す。しかし、日本 
も粘り強く対応、 GK 甲斐の好セーブ、キャプテン染谷の獅子 
奮迅の活躍で、韓国についていき2点差で折り返した。後半 
出だしから韓国の攻撃に鋭さが増し、日本の連続退場を機に、 
徐々に差を広げていく。5分過ぎには3点差、10分過ぎには 
6点差と差は広がる一方となった。韓国はサイド7番、ポスト 
8番が得点チャンスに決めるが、日本は要所でポスト、サイド 
シュートを阻まれる苦しい展開に。日本は後半から出場のエー 
ス棚原らの活躍で応戦するが、最後まで韓国ディフェンスを崩 
すことができず、4点及ばすタイムアップとなった。 

※日本は、予選リーグ A 組3位となり、決勝トーナメント進 
出できませんでした。 

▼ 5 — 6位決定戦 

日本32 (17 — 17、15— 10) 27イラン 

[戦評] 今大会初めて中東勢との対決。立ち上がりは、イラン 
の高く、早い動きに対応することができず、9番のカットイン、 
ロングシュートなどで得点を重ねられ、10分で9対5と点差 
をつけられた。しかし日本も15分過ぎから、足を使った攻撃 
的なデイフェンスでイランのシュートミス、パスミスを誘い速 
攻、ポストシュートで追いすがる。20分過ぎからは日本がリ 
ードする形で、一進一退の様相、前半を17対17で同点で折 
り返した。後半に入り、立ち上がりの相手2分間退場を活か 
すことができず、イランに先行を許すが、デイフェンスを立て 
直し、速攻などで盛り返す。エース棚原もようやくエンジンが 
かかり、次々とステップシュートを決めていった。中盤以降も 
イランのミスに乗じて着々と加点。20分過ぎには3点差、26 
分に 30 — 26と4点差としたところで、日本 GK16 番内田が 
イランのエース9番の7 mT を阻止し、勝利を決定づけた。日 
本は全員ハンドで中東勢から貴重な1勝をもぎ取った。 


usnm ， 


mi 



豊かな明日を切り開く、大崎マインド。 

限られた資源だから、有惠義に使っていきたい。命あるものたちが共存する地球だから、快適な環境を守つていきたい。 

計測.制御の専門メーカーとして時代をリードする大崎は、ユニークな発想と探究心で省エネ、省力化機器など、つねに技術革新をこころがけています。 


ECOLOGY 


大畸電気工業株式会社 

本社 Tl 41-8646東京拥品川区東五反田 2.2.7 TEL.(03)3443-717〗 （代表） 
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2006 年 

U — 16 女子日韓親善 
ハン ドボール交流大会 

ヘッドコーチ古橋幹夫 



1. 期間•場所 

•派 遣： 2006年9月13日〜9月18日 
韓国 • 議政府市にて 

•受 入： 2006年9月23日〜9月27日 
日本 • 小松市にて 

2. 交流のコンセプト 

(強化練習会ミィーティングにて） 

_今回は訪韓が先、勝つことだけを考えたら一線のディフ 
ェンス、先を考えたら 3 — 2 —1や5—1のディフェ 
ンスが必、須条件となる。先を視野に入れて行う。 

• 170 cm のサイドプレーヤーを目指せ。 

• 五輪出場のためには、韓国、中国を倒さなければならな 
い。相手はでかい。 

• フェイントカ、走力が大切になってくる。 170 cm のサ 
イドプレーヤーとして今後全日本を目指せ。 U —18 の 
第2回大会アジア予選会対象の年代である。 

• 韓国はディフヱンスが高い方がやりやすい。1対1が広 
がるから。 

• プライドを持て。「他の選手よりも練習します。」「勉強 
する年代であるということ。」 

•自ら‘‘教えてください。”という意識を高めてほしい。 

• 自分の要望も出す。一人一人が責任を持つ。 

• フリーアップを採用する。自ら考えて判断すること。行 
動できる習慣化。このような選手を全日本が求めている 
選手像である。 

• ミスを怖がるとディフェンスは前に出られなくなる。出 
るという積極性を。前後に動く事。 

• けがをしないで、親善試合を勝ちにいくこと。ただし、 
必ず全員にチヤンスを与える。 

3. トレーニング内容及び試合結果 

①トレーニング VTR 有り 

• フットワーク 

• 各種パスー2、3人によるもの 

• シュートーカットインや切り返しを含めて 

• ドリブルカット 

• 1 — 1、2 — 2、3 — 3、4 — 4、 6 — 6など 


• コンビプレーの 確認 
• ディフヱンス （3 — 2—1) の確認と修正 

② トレーニングマッチ 

■ 9/ 14 25分 X 2 
日本 10-12 韓国 
日本 7—12 韓国 

■ 9/ 16 25分 X 2 
日本 12— 14 韓国 
日本 13-15 韓国 

■ 9/24 25分 X 2 
日本 12-14 韓国 
日本 16 — 7 韓国 

■ 9/25 25分 X 2 
日本 6— 9 韓国 
日本11一10韓国 

③ 親善試合 

■ 9/ 17 25分 ハーフ 

日本 22 (11-13、 11-13) 26 韓国 

■ 9/26 25 分ハーフ 

日本 14 (7-6、 7-9) 15韓国 

4. 交流を終えて 

10回目となる日韓親善ハンドボール交流会は、9月13 
日〜18日、韓国議政府市（ウィジョンブ市）への訪韓か 
らスタートしました。実質双方とも4日間の交流日程で 
すが、個人の育成と国際交流両面に重きを置き、トレーニ 
ング • 練習マッチを実施しました。 

昨年度に続き本年度の日本チームは、形態 • 身体能力共 
に将来性のある選手が揃い、和やかな雰囲気の中にも緊張 
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惑があり、日を増す毎にチームらしさが見えるようになっ 
ていきました。今回のテーマとしては、将来外国に出向き 
諸外国のチームと対戦するということを大前提として、7 
月に実施した強化合宿での 3 — 2 — 1ディフヱンスシフ 
卜を採用し、大型チームに対する実践として、それぞれ 
の持ち味を存分に生かしながら発揮できるよう指導しまし 
た。各選手の持ち合わせている能力は高く、短い交流期間 
にもかかわらず徐々に機能を発揮し、1試合目よりも2試 
合目、そして親善試合の前日では選手全員が“韓国に勝ち 
たい” “ディフェンスっておもしろい"という声が聞こえ、 
頼もしささえ感じさせてくれました。 

韓国での親善試合では、日本の 3 — 2— 1ディフェン 
スを破るため、韓国が必死に1対1をしかけてきたりシス 
テムを変化させたりと、高い位置で守るディフェンスが大 
いに機能を発揮してきていることを実感できました。課題 
としては、ここぞという時のイージーミス（パス•ノーマ 
ークシュート）をいかに減らせるか、ルーズボール対する 
体の使い方など精神面の強化を合わせながら指導を継続し 
ていくことかと思われます。 

訪韓に関しては、はじめて議政府市を拠点として実施さ 
れましたが、議政府市のハンドボール協会長さんをはじめ、 
多くのスタッフ人が親身に接していただき、日本チームの 
面倒を見てくれました。誠に、ありがとうございました。 
前期の訪韓、故障者を出すことなく帰国でき、それぞれの 
関係者に感謝申し上げ、意義のある海外遠征であったこと 
を報告申し上げます。 

後半の受け入れは、9月22日〜27日、石川県小松市 


にて実施。好天にも恵まれ両国ともコンディションをくず 
すことなく日程を消化しました。小松市にて日本リーグの 
試合があり、その後に練習やトレーニングマッチを行うな 
ど、選手らのモチベーションも高く、地元の声援も受けな 
がら環境にも恵まれていました。 

さて、そんな中、両国共にデイフェンスやオフェンスの 
コンビネーション•確認修正を主体に展開しました。日本 
は 3 — 2— 1ディフェンスの確立と修正、韓国はそのデ 
ィフェンスを破るためのオフェンスに力を注ぎ、それぞれ 
が親善試合を意識しての取り組みとなり、選手たちにとっ 
ても大変いい経験の場となっていました。親善試合では両 
国共にディフェンスカがあり一進一退のゲーム展開の中、 
わずかの差で勝負が決定していたかと思われます。今年の 
日本チームの特徴は、表に出なくとも大変よく思慮した上 
でのプレーの修正が早く、ディフヱンスの修正なども的確 
に判断して確立していました。それぞれの身体能力の高さ 
を実感した場面でもあります。海外チームと行うときでの 
日本の高い位置でのデイフェンスをテーマに進めてきまし 
たので、その点においては成功でした。今後の課題として 
は、シュートを含めたオフェンスカの強化にあり、今回は 
あまり時間がとれなかったのも事実でした。ただし、決し 
て引けはとらず、むしろ総合的には韓国チームよりも接触 
に強く、ミドルシュート決定率は日本が勝っていました。 

各選手ならびにチームスタッフの所属長様と顧問の先 
生、該当する教育委員会の皆様や地元石川県内の関係者に 
はご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました。 
日本のハンドボールの将来に明るい意義のある事業であっ 
たことを申し上げ、日韓交流 U — 16女子の活動報告に代 
えさせていただきます。 
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参加選手の感想 


平 j II 愛里（大分鶴崎高等学校） 

今回の石川での韓国との交流試合は、とても悔しい結果 
となりました。 

1試合目は雰囲気も良く、ミスもみんなでカバーするこ 
とができ、初めて韓国に勝つことができました。2試合目 • 
3試合目では1点の大切さを強く感じました。 

接戦のときのオフェンスやノーマークシュート • 時間の 
使い方など、まだまだ考えてプレーするべき点がたくさん 
あります。1点差で負けているときに、ラストの攻撃をミ 
スで終わらせてしまって、とても悔しかったです。 

今回の韓国戦で3 -2 -1デイフェンスがとてもよく機 
能したと思います。あのデイフェンスは、1対1の強さだ 
けではなく、みんなでカバーしあって成功します。この感 
覚を忘れずに、チームにもどっても学んだことをしっかり 
やっていきたいです。 

このメンバーでプレーすることができて、とても楽しか 
ったし本当に良かったです。 

原希美（宮崎学園高等学校） 

今回の日韓交流は、3試合中1試合だけ勝つことができ 
ました。試合の中では、い 
ろいろなことを試すことが 
できました。 

一番、韓国に通用したの 
は、 DF の1だと思 
います。大きいチームと小 
さいチームに分かれて試合 
には出場したけど、どっち 
のチームも練習するにつれ 
てどんどん守れたと思いま 
す。私はサイド DF をした 
けど、何回も韓国に1対1 



を抜かれてしまいました。もっと前に詰めていれば守れて 
いたので、とても悔しかったです。また、 OF でもいろい 
ろなフェイントやシュートを試すことができました。でも 
キャッチミスやパスミス、キープミスが多くて、何点も相 
手に点をあげてしまう場面が多かったです。 

仲間がロングを打つときのパスや速攻のときのアシスト 
パスは、とても大切だなあと思いました。また、シュー 
卜1本の大切さも学ぶことができました。いままでは、「1 
本のシュートぐらい！！いいや」って思ったりすることも 
あったけど、この日韓交流を通して1本のシュートが勝 
負を左右するとても大切なものだということに気づかされ 
ました。 

もうこのチームで一緒にプレーすることはないけど、い 
ままで教えていただいたことをチームに持って帰って頑張 
りたいと思います。自分の目標は U — 16で終わりじゃな 
いので、上を目指して頑張ります。 




KIRIN 


ビニルの飲みごたえ。 

本リ：!ラ 

飲酒は20歳になってから。お酒は楽しく、ほどほどに。 
空きびんはお取扱い店へお戻しください。 

妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児 1 L 児の発育に 
悪影響を与えるおそれがあります。 

本リンル株式会社 www . kirin . co.jp 
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考えているゲームである。」と言われたり、「君たちの将 
来がかかっている。」などと言われたりして、とても緊 
張し、そのプレッシャーは想像以上のものでした。しか 
し、無事に任務を終えて、「おめでとう！いい試合だっ 
たよ。」といろんな人から握手を求められたとき、よか 
ったと心から喜びがわきあがってきました。ミーテイン 
グでは、プラウゼ氏からお褒めのコメントを頂いたとき、 
仲間から大きな拍手をもらいました。この時には、涙が 
出るほど嬉しかったです。 




.年度は、5月下旬に中国で開催された AHF レフ 
リーコース、 6月下旬にスペインで開催された 
IHF 主催第1回 GRTP コースと参加して、それだけでも 
大変貴重な経験をさせて頂きました。そんな中、7月中 
旬に第1回女子ユース世界選手権 （ in カナダ）のノミ 
ネートの知らせが届きました。力 
ザフスタンのレフェリーがキヤ 
ンセルしたためであるとのこと 
でした。そして今回初めて 、 IHF 
主催の世界選手権に参加する機 
会を得ることができ、大変感謝致 
しております。これも、今までご 
指導いただいた日本協会審判部 
長 • 島田房二氏や後藤登氏をはじ 
めとした協会審判部の方々、そし 
て諸先輩方のおかげと、ここに 
改めて感謝申し上げます。また、 

参加につきましては、日本協会事 
務局の平賀氏には、 IHF との連絡 
の細部にわたり、ご配慮頂きまし 
た。重ねて感謝申し上げます。 


私; 


第1回 
女子 ユース 
世界選手権 
に参加して 

大会レフ I リー 

池渕智一 
檜崎潔 


たちは、英会話が得意ではありません。言ってい 
i ることは何とか分かっても、自分の思ったことを 
きちんと伝えることができず、もどかしい思いをしてい 
ます。週に2回、英会話スクールに通い、勉強をしてい 
ます。また、今年度、こんなに 
短期間の中で、 AHF レフェリー 



さ 


て、今大会合計5試合担当させていただきました。 
そのなかには、地元カナダのオープニングゲーム 
だったり、日本人ヘッドコーチ岡本氏率いるタイチーム 
のゲームだったり、予選リーグにおいて決勝と同ーカー 
ドとなったデンマーク対韓国のゲームだったりと、どれ 
も思い出深いゲームとなりました。また、何と言っても、 
IHF の資格を取得して、約1ヶ月で世界選手権への参加 
のチャンスを頂けただけでも、驚きでありましたが、準 
決勝を割り当てて頂いたことは身に余る思いがしまし 
た。発表の際に、「おそらくオリンピック•世界選手権 
を含めて、日本人で初めて、準決勝を担当するのではな 
いか。」と言われました。また、デンマーク対韓国のゲ 
ームにおいては、発表の時から、 riHF がとても重要と 


コースから第 1 回 GRTP コース、 
そして 第1回 女子 ユース 世界選手権大会と経験をさせて 
頂きましたが、英会話に限らず、レフエリングにおいて 
もまだまだ研鑽を積まなければならないと思っておりま 
す。今後とも、より一層のご指導を賜りますようお願い 
申し上げ、ご報告とさせて頂きます。 



池渕智一さん（写真左）と檜崎潔さん（写真右） 
















〜他人事ではない？ 

ある朝、新聞を見て「エッ」と目を疑った。そこに 
踊っていた見出しはこうだった。 

「貧乏日本女子ホッケーまたスポンサーなし」 

アテネ五輪出場で支援の輪が広がり、ファーストフー 
ドがスポンサーになったが、それが打ち切られるとい 
うものだった。 

確かにホッケー協会の台所事情はきびしいようだ。 
アテネ五輪の前、日本協会の役員の一人は「スポンサー 
が'ついてよかった」と、ひとまずは安堵していたが'、 
またも資金不足に直面しかねない状況に追い込まれた 
ょうだ0 

今回ドーハ•アジア大会に出場したメンバーは、史 
上最強とまで言われたが、やはり「マイナー競技」と 
いう悲しい運命なのだろうか。’海外遠征は自己負担を 
強いられ、航空券も格安チケットを使うなどやりくり 
しながら強化を図っているという。 

一方、サッカーは広告代理店と8年間で240億円の長 
期契約を結ぶことになったという。同じスポーツでも、 
こんなにも違うのだ0やはり人気がない競技の悲しさ 
とでもいうべきなのだろうか。 

五輪球技団体はそれぞれスポンサー契約をしている 
が、もしホッケーに新しいスポンサーがつかない場合 
は、五輪球技では唯一の団体になるらしい。 

しかし、ここで「大変だなあ」と他人事のように思っ 
たとしたら、それこそ「大変」なことになりかねない。 



フリースロー ノ 

ftee /wtoKA 

五輪に出場したとしても、こうしたきびしい状況があ 
ることを肝に銘じておくべきである。 

先日、ある スポーツメーカーの 人と話をした時のこ 
とである。「これまでは契約すれば、すべてで OK だっ 
た。しかし、現在の契約は総額を決めた中で、目標に 
届かない場合はいくらかマイナスになるような契約に 
なっているケースが多い」と言うことだった。それだ 
けカネを出す側もシビアにならざるを得ない状況なの 
だろう。 

こうしたことを考えた場合、資金が豊富な団体と、 
そうでない団体との格差はいっそう広がりを見せるの 
ではなかろうか。実力を示すだけでもだめ。人気があ 
ることが重要なポイントの一つであろう。ましてや五 
輪に出場しない団体は目を向けてくれないことも考え 
られる。スポンサーは慈善団体ではない。それに見合 
うものがなければ当然ながらそっぽを向く。何を言い 
たいか。賢い人たちに分からないことはないはずだ。 



HP 300 ¥4,830( 本体価格 ¥4,600) 

検定球3号、ボラーレ、 

手縫い、人工皮革、 

カラー：イエロー 


HP 200 ¥4,620( 本体価格料,4〇〇> 

検定球2号、ボラーレ、 

手縫い、人工皮革、 

カラー：イエロー 



SPORTS EVERY DAY! 


株式会社ミ% tt 
www.mikasasports.co.jp 
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T S コーディネーター 田中 


各地でのブロックトレーニングも終了し、全ブロックよりセンタートレーニングへの参加選手が推薦され、最終選考を行い、 
センタートレーニング参加選手が決定いたしましたのでお知らせいたします0 

なおセンタートレーニングの開催日•場所も決定いたしましたのでご連絡いたします。 

中学生男女：1月5日 • 6日 中部大学体育館 

高校生男女：1月6日 • 7日 • 8日 中部大学体育館 

センタ_トレーニングへの推薦選手 （ H 1 8 ) 



都道府県名 

選手名 

学年 

学校.チーム名 

中 


都道府県名 

選手名 

学年 

学校.チーム 名 

1 

福 

島 

笠原 

謙哉 

3 

聖光学院高校 

■ 

巧 

1 

大 

阪 

瀬田 

舜介 

3 

第十五中学校 

2 

静 

岡 

望月 

崇寛 

3 

市立清水商業高校 

字 

2 

山 

梨 

萩原 

良太 

3 

塩山中学校 

3 

群 

馬 

小賀野龍也 

3 

富岡高校 

男 

3 

奈 

良 

前田 

幸隆 

2 

生駒市立上中学校 

4 

沖 

縄 

今元 

勇輝 

2 

那覇西高校 


4 

秋 

田 

高橋 

圭介 

3 

湯沢南中学校 

5 

茨 

城 

小室 

大地 

3 

藤代紫水高校 

J 

5 

三 

重 

矢田 

純一 

3 

菰野中学校 

6 

茨 

城 

信太 

弘樹 

2 

藤代紫水高校 


6 

和歌山 

カラギ ニ アスマ-シャル謙太郎 

3 

西和中学校 

7 

京 

都 

成田 

幸平 

2 

府立洛北高校 


7 

鹿児島 

赤塚 

雄也 

3 

舞鶴中学校 

8 

長 

崎 

糟屋 

周穂 

1 

瑷浦高校 


8 

岩 

手 

添田 

勝衣 

3 

松園中学校 

9 

神奈川 

仁平 

昌利 

3 

法政第二高校 


9 

東 

京 

宅田 

裕介 

3 

東久留米西中学校 

10 

大 

分 

久保 

侑生 

3 

大分国際情報高校 


10 

茨 

城 

八木裕次郎 

3 

けやき台中学校 

11 

秋 

田 

井上 

元輝 

2 

湯沢高校 


11 

群 

馬 

田畑 

柚汰 

3 

富岡南中学校 

12 

茨 

城 

坂 

洋明 

3 

藤代紫水高校 


12 

熊 

本 

松本 

悠太 

2 

玉名中学校 

13 

石 

川 

時村 

浩幹 

3 

小松明峰高 


13 

神奈川 

小沢 

栄二 

3 

西中原中学校 

14 


重 

田中 

政徳 

3 

四日市工業高校 


14 

愛 

知 

中島慎太郎 

3 

御幸山中学校 

15 

大 

阪 

植垣 

貴志 

2 

大阪体育大学浪商高校 


15 

広 

島 

岡本 

圭司 

3 

片山中学校 

16 

長 

崎 

内野 

康平 

1 

瓊浦高校 


16 

石 

ill 

大倉 

有勲 

3 

金大府中学校 

17 

神奈川 

牧山 

仁志 

1 

法政第二高校 


17 

熊 

本 

岩下 

祐太 

3 

都呂々中学校 

18 

愛 

知 

山口 

佑樹 

3 

愛知高校 


18 

山 

梨 

廣瀬 

卓哉 

3 

山梨南中学校 

19 

沖 

縄 

玉城 

聖也 

3 

興南高校 


19 

大 

阪 

子安 

貴之 

3 

大淀中学校 

20 

沖 

縄 

東江 

太樹 

2 

那覇西高校 


20 

香 

川 

稲毛 

隆人 

3 

塩江中学校 

21 

沖 

縄 

上原 

健治 

3 

興南高校 


21 

茨 

城 

池邊 

大貴 

3 

けやき台中学校 

22 

神奈川 

光武 

純 

3 

法政第二高校 


22 

千 

葉 

麻生 

—稀 

3 

若松中学校 

23 

三重 

岩瀬 

遼 

3 

四日市工業高校 


23 

沖 

縄 

山田 

隼也 

3 

神森中学校 

24 

兵 

庫 

宮本 

克哉 

1 

育英高校 


24 

京 

都 

牧内 

翔平 

3 

培良中学校 

25 

沖 

縄 

砂川 

慶成 

3 

興南高校 


25 

京 

都 

南 

直樹 

3 

培良中学校 

26 

愛 

知 

金子 

拓磨 

2 

岡崎城西高校 


26 

沖 

縄 

大城 

龍司 

3 

神森中学校 

27 

愛 

知 

多和田裕介 

3 

岡崎城西高校 


27 

福 

岡 

井原 

優介 

3 

柏谷中学校 

28 

宮 

崎 

山下 

和樹 

3 

小林工業高校 


28 

7 中 

縄 

上里 

健太 

3 

神森中学校 

29 

茨 

城 

木村 

昌丈 

1 

藤代紫水高校 


29 

沖 

縄 

又吉 

裕喜 

3 

神森中学校 

30 

香 

川 

久保龍太郎 

1 

香川中央高校 


30 

沖 

縄 

山里 

盛隼 


神森中学校 


巾 


都道府県名 

選手名 

学年 

学校 • チーム 名 

学 

女 

1 

香 ill 

柴崎仁美 

3 

香川第一中学校 

2 

岩手 

安倍千夏 

3 

松園中学校 

3 

岐阜 

網谷谅子 

3 

日枝中学校 


4 

沖縄 

渡口和代 

3 

港川中学校 

I 

5 

石川 

松村あすか 

3 

寺井中学校 

6 

愛知 

脇田春奈 

3 

古知野中学校 

7 

東京 

松村杏里 

3 

東久留米西中学校 

8 

茨城 

皆葉奈々 

3 

鬼怒中学校 

9 

神奈川 

富山恵里香 

3 

上溝南中学校 

10 

兵庫 

金子友美 

3 

浜の宮中学校 

11 

岡山 

角南 涼 

3 

下津井中学校 

12 

東京 

笠木美希 

3 

東久留米西中学校 

13 

岩手 

錦織 新 

3 

松園中学校 

14 

東京 

角屋里帆 

3 

東久留米西中学校 

15 

埼 1 

川村杏奈 

3 

吉川南中学校 

16 

愛知 

鬼澤理沙 

3 

御幸山中学校 

17 

兵庫 

井野歩実 

3 

大蔵中学校 

18 

岡山 

加陽祐希 

3 

下津井中学校 

19 

沖縄 

渡井 渓 

2 

神森中学校 

20 

秋田 

渡辺明希 

3 

羽後中学校 

21 

長崎 

宇都沙智代 

3 

相浦中学校 

22 

愛知 

加藤夕貴 

3 

御幸山中学校 

23 

奈良 

田村翔子 

3 

生駒市立上中学校 

24 

栃木 

大川 舞 

3 

野木二中学校 

25 

大分 

河村枝里 

3 

原川中学校 

26 

東京 

千葉樹里子 

3 

東久留米西中学校 

27 

富山 

堂端美加 

3 

十三中学校 

28 

山 P 

高木祐花 

3 

岩国中学校 























都道府県名 

選手名 

学年 

学校. チーム 名 

1 

大 

阪 

戎野満梨奈 

2 

四天王寺高校 

2 

千 

葉 

吉沢佳奈 

2 

昭和学院高校 

3 

沖 

縄 

翁長和佳子 

2 

陽明高校 

4 

大 

分 

増田寛那 

2 

大分鶴崎高校 

5 

香 

川 

塩田沙代 

3 

高松商業高校 

6 

丘 

庫 

亟々知佳 

3 

夙川学院高校 

7 

岩 

手 

町屋なつみ 

3 

不来方高校 

8 

福 

岡 

葉室玲奈 

3 

筑紫女学園高校 

9 

宮 

m 

炭床ともみ 

2 

宮崎学園高校 

10 

京 

都 

山上麻美 

3 

洛北高校 

11 

群 

馬 

鳥飼 翠 

3 

富岡東高校 

12 

神奈川 

橋本千里 

2 

高津高校 

13 

熊 

本 

佐藤友利恵 

3 

熊本国府高校 

14 

茨 

域 

小林彩香 

3 

水海道二高校 

15 

m 

本 

田中千恵 

3 

松橋高校 

16 

沖 

縄 

高良温子 

2 

那覇西高校 

17 

京 

都 

後藤千渡世 

3 

洛北高校 

18 

富 

山 

竹内美沙紀 

3 

高岡向陵高校 

19 

長 

崎 

鐘ヶ江愛 

3 

佐世保商業高校 

20 

富 

山 

作内杏那 

3 

高岡向陵高校 

21 

富 

山 

石野実加子 

3 

氷見高校 

22 

富 

山 

石田 光 

3 

高岡向陵高校 

23 

石 

川 

山野由美子 

3 

小松市立高校 

24 

石 

in 

中西朋代 

2 

小松市立高校 

25 

鹿児島 

川俣ゆかり 

1 

蒲生高校 

26 

宮 

崎 

原 希美 

1 

宮崎学園高校 

27 

京 

都 

乾彩友美 

1 

洛北高校 

28 

大 

分 

平川愛理 

1 

大分鶴崎高校 

29 

沖 

縄 

森 鈴菜 

1 

那覇西高校 

30 

福 

岡 

松尾祐依 

1 

福岡女子商業高校 

31 

m 

本 

松木 史 

1 

熊本国府高校 

32 

大 

分 

エ藤 咲 

1 

大分鶴崎高校 


高校女子 


16一 






































































































































































■V: 


風の道をつくり、自然換気をする建築は、世界的に見て、 
確かなひとつの流れとなっています。 

NAV ウインドウ21は、「風」という自然エネルギーを利用した 
爽やかで効率のよい自然換気を実現するシステムです。 


自然換気システム rNAV-Window-21 」は、 
各地の体育館•大空間施設V採用されて Q ます、 


自然換気システム商品シリーズ 

I 讎 

\NAV-Window-2l\ 

〈スウインドウ/ウインコン/キャブコン〉 


『平成16年度地球温暖化防止活動環境大臣貢受賞 J について 

当社が実施してきた1◦年間に亘る自然換気システムの開 
発への評価、また製造販売活動を通じ自然換気システムを 
採用いただいたビル建築が200件を超え、年間で 
13,00 0 t の C 02 排出削減（森林面積で5,600 ha =皇居 
面積の約60倍相当）に貢献している点が評価されました。 


— I 11711 環境商品部 T 164-8503 東京都中野区中央 1-38-1 住友中野坂上ビル 17 F 

二咖丄/_11_1 ノ^ U 一 WsXVZU 个丄 TEL (03) 5348-0367 http :// www . buildingsash.net 
































指導委員会コーチング研究会報告④ 


第4回八ンドボールコーチング研究会 


図1局面分類 

18一 


表1被験者の特性 


被験者 

年齢 

競技歴 

身長 

体重 

利き腕 

競技レベル 

S.I 

22歳 

13年 

182 cm 

70 kg 

右 

全日本代表、レギュラー 

M.K 

21歳 

15年 

173 cm 

63 kg 

右 

23歳以下日本代表、レギュラー 

A.M 

20歳 

7年 

183 cm 

82 kg 

右 

23歳以下日本代表、準レギュラー 

H.S 

22歳 

9年 

180 cm 

80 kg 

右 

都道府県大会出場、準レギュラー 

K.D 

21歳 

6年 

177 cm 

65 kg 

右 

都道府県大会出場、ベンチ外 

T.Y 

20歳 

11年 

165 cm 

58 kg 

右 

都道府県大会出場、ベンチ外 


3. データ処理 

1 ) 分析点 

分析点は身体各セグメント端点23点および肋骨下端2点、 
ボールの 計26点であった。 

2) 三次元座標の算出 

2台のカメラから得られた画像における各分析点の二次元座 
標とコントロールポイントを Frame-DIAS を用いて250コマ 
/sec デジタイズした。そして、得られた二次元座標とコント 
ロールポイントより算出したカメラ定数から DLT 法によって 
各分析点の三次元座標を算出した。 

3) 動作の局面分類 

バックスウィング開始から完了までをバックスウィング局 
面、バックスウィング完了から肘の速度最大点までを上腕フォ 
ワードスウィング局面、肘の速度最大点からリリースまでを前 
腕フォワードスウィング局面とした。 

H urt * ymrn 

IKkKMk 


f . 緖言 

本研究においてのボールハンドリング能力とは、「ボールを 
巧みに扱い、把持する能力」のことである。 

ハンドポール競技において攻撃活動の最終手段はシュートで 
あり、得点はシュートの成否によって決まる。これまで多くの 
ゲーム分析による研究により、勝ちチームのシュート成功率は、 
負けチームのシュート成功率を上回るということが報告されて 
いる。つまり、ゲームで勝つためにはシュートの成功率を高め 
ることが重要である。また、個人のシュート技術に関しては、 
個人に依存される部分が大部分を占めるため、個人のシュート 
技術がゲームの勝敗を左右する重要な技術といってもよい。先 
行研究より、シュート動作においてボールを把持して投げるこ 
とは、効率的なシュートを行い、またシュート動作の幅を広げ 
る意味で重要といえるということが報告されている。 

また、近年、形態面、松やにやボールの発達により、ボール 
を把持して投げることが可能な選手が増えてきた。今後は、ポ 
ールを把持して投げることによる利点を局面ごとに明らかに 
し、指導方法を確立していく必要がある。 

本研究では、ボールハンドリング能力に影響を与えると考え 
られる形態的要因、技術的要因、体力的要因の3つの構成要 
因に着目し、それぞれがシュート動作に与える影響についてシ 
ュート動作を三次元動作解析を用いて分析することにより、そ 
の特性を解明し今後の指導に役立てるための一資料を得ること 
を目的とした。 

II ■方法 

1. 実験 

形態的要因に関する形態測定、技術的要因に関する実験1と、 
体力的要因に関する体力測定及び、シュート動作に関する実験 
2を彳ラった。 

2. 被験者 

本研究における被験者は、筑波大学男子ハンドボール部員の 
中から選出した。 


平成18年3月19日、渋谷：ホテルサープ会議室において、第4回八ンドボールコーチング研究会が開催されました。研究会の 
発表について、本誌で連載報告する運びとなりました。今月は筑波大学の‘山下純平さんの発表内容「八ンドボール競技における 
シュート動作に関する研究」を報告させていただきます。なお、他の発表については次号以降で順次報告いたします。 

(財)日本ハンドボール協会指導委員会研究部会舎利弗学（学校法人福島高等学校） 


八ンドボール競技におけるシュ ー ト動作に関する研究 

ーボール八ンドリング能力に着目して一 


山下純平（筑波大学) 


キーワード：ボール八ンドリング能力、ステップシュート、三次元解析 
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4) 分析項目 

①ボールの初速度②手、手首、肘、肩の最大速度③所要時間(全 
体、各局面）④ボールの移動距離（全体、各局面）⑤各局面の 
終了時における肩に対する肘、ボールの位置⑥各局面の最大加 
速度及び開始時から終了時までのボールの加速度変位 

5) 考察方法 

まず、形態測定、実験1、体力測定で得られたデータより被 
験者を上位、下位に分類した。 

次に、実験2の結果について考察した。まず、得られたデ 
ータを分析局面、分析項目ごとに被験者の上位、下位間で有意 
差検定を行った。 

そして、有意差検定によって有意差が認められた項目につい 
て、構成要因それぞれがシュート動作に与える影響について考 
察していった。 



1. 被験者の分類 

形態的特性、技術的特性は上位、下位各3名ずつ、体力的 
特性は、上位4名、下位2名に分類することができた。 


2. 形態的要因がシュート動作に与える影響 

形態的要因は、ポールの初速度を得るために、上腕フォワー 
ドスウイング局面における力の大きさと力の加え方、前腕フォ 
ワードスウイング局面におけるポールに対する力の大きさに影 
響していることが認められた0上位は下位より上腕フォワード 
スウイング局面で急激に大きな力を、前腕フォワードスウイン 
グ局面で大きな力を長い時間、距離にわたって加えていた。そ 
の結果、ボールの初速度を得ることができていたということが 
示唆された。 


3. 技術的要因がシュート動作に与える影響 

技術的要因は、バックスウィングを素早く高 I ヽ位置で完了さ 
せることに影響し、所要時間を短くしている。さらに前腕フォ 
ワードスウィング局面におけるボールに対する力の加え方に影 
響していることが認められた。それによって上位は、バックス 
ウィングを素早く高く完了することができ、上腕フォワードス 
ウィング局面で効率よく腕のしなりを作り出すための準備をし 
ていたと考えられる。また、前腕フォワードスウィング局面で 
ボールに力を加える技術である腕のしなりを作り出し、そのし 
なりの返しを効果的に利用した力をボールに加える技術は、技 
術的要因に優れる必要があるということが示唆された。 

4. 体力的要因がシュート動作に与える影饗 

体力的要因の下位は、上腕フォワードスウィング局面で急激 
に大きな力を発揮しようとするとボールを落としてしまうとい 
うことが考えられる。その，結果、上腕フォワードスウィング局 
面でボールに力を加えるために予めバックスウィング局面で力 
を加えることによって補完していると考えられる。また、速い 
肩の速度を得たことは、ボールの速度を動作のスピードによっ 
て補完するためだということが考えられる。体力的要因は上腕 
フォワードスウィング局面でボールに力を加えるために予めパ 
ックスウィング局面で力を加える必要性を生じさせるという影 
響が与えられるということが示唆された。 

IV . まとめ 

本研究により、ボールハンドリング能力がシュート動作に与 
える影響が上位と下位の有意差によって認められた。その結果、 
すべての要因がシュート動作に影響を及ぼしておりそれぞれ特 
徴を持っていた。つまり、ボールハンドリング能力はシュート 
動作において重要な一要素であると考えられた。 

ボールハンドリング能力は影響すると考えられる 3 つの構 
成要因が複合的に発揮された能力であると考えられるため、す 
ベての要因に優れることが理想的である。しかし、形態的要因 
は、その人の持って生まれた能力であると考えられる。つまり、 
これからの課題として形態的要因に優れた選手を発掘すること 
と、技術的要因、体力的要因、特に技術的要因に優れた選手を 
作り出すことが全体の競技レベルの向上に必要な要素の1つ 
であると考えられる。 


表2被験者の分類 
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II 医事委員合だより 


帯同報告 


U -23 世界学生選手権 

浜脇整形外科病院整形外科部長沖本信和 

2006年了月1日から9日にかけてポーランド•グダニスクにて開催 
され/^男女学生世界選手権にチー厶ドクターとして参加させていだ;だき 
ました。2年に1度の開催で、私自身、男子で5回目、女子で2回目 
の帯同で、ハンガリー、ポーランド、ユーゴスラビア、ポルトガル、口 
シアに続いての大会参加でした。北京オリンピック、ロンドンオリンピ 
ックの主要メンバーになってくれるであろう選手たちが中心メンノ ゞ 一で 
した。結果は男子5位、女子4位でした。 

6月22日から女子チームに帯同し、ハンガリーのパラトンフレドで 
強化合宿を行いました。男子はフランスでの合宿でした。合宿前のメデ 
ィカルチェックでは、感冒など体調不良の選手や関節損傷の選手ちいま 
したが、女子 • 高野内トレーナー、男子 • 永井トレーブーのおかげで最 
後まで戦い抜くことができました。両トレーナーが事前から男女選手の 
ケアをしてくださったことが大変に役立ちまし£。 

海外の遠征では毎回のことですが、水 • 食事などの生活環境を整える 
ことが医科学スタッフの大きな仕事です。いつものことながら監督•コ 
ーチ，サポートスタッフのみならず福地団長 • 樫塚回長にまで手助けし 
ていただき大変感謝しております。大きな外傷としては男子選手で膝前 
十字靭帯、半月板損傷が生じましたが、現在は順調に回復しております。 

男子チームは優勝候補でした。海外の大会で、□シアやクロアチアな 
ど多くの監督 • コーチからなぜ、こんなに強くなったのか7ナショナル 
選手は何人いるのか7などたくさん質問されました。佐藤監督、山田コ 
ーチ、安達コーチの力です。私自身、大変誇らしい思いをさせていただ 
さました。 

女子選手では足関節ねずみ • 捻挫があったちのの最後まで頑張り抜い 
て<れた選手や3位決定戦では唇を大きく切ったにもかかわらず止血 • 
初期治療のみで最後までコートに立ってくれた選手ちいました。熱いち 
のがこみ上げてきました。他のチームスタッフからは戦術がすばらしく、 
すご<まとまったチー厶であると評偭されました。短期間でよく、ここ 
までのチームになったと思います。黄慶泳ヘッドコーチ、斉藤慎太郎コ 
ーチ、樫塚団長と選手たちの人間力によるちのでしょ〇。 

宿舍では每日おそくまで、高野内トレーブー、永井トレーナーがケア 
してくださいました。彼らがいなければベンチのやり繰りも大変だった 
でしょ〇。絶妙の医療スタッフでした。傷縫合や痛み止め（ドーピング 
の手続きを行いまし fc ) 注射を行ラことちありました。ドーピング検査 
も無事に終了しました。 

徐々にレベルアップしメダルを十分にとれるところまできたアンダー 
23チームですが、医科学委員で医者である私が言ろと皆様からはお叱 
りをいただ<かもしれませんが、学生界と実業固はもちろん日本協会の 
連携がスムースになってきたことが大きな要因と思います。研修生とし 
て早<から海外に行き、学生を卒業してち、実業回から寛大な理解をも 
らってこの大会に参加できること、また、全日本に選ばれるまでの間に 
このよ〇な選抜チー厶で海外経験をつめることが球界にとって、大きな 
財産になっていると思います。 

最後に、私自身ち医科学委員として、今後も球界のために役立つよ〇 
に頑張っていきたいと考えます。けがのことなど、気になることがござ 
いましたら、 noboki 4@ yahoo . co . jp までご連絡ください 0 


第 VI 回女子アジア選手権 

(2007 年世界女子選手権アジア予選） 

熊本赤十字病院整形外科佐久卩連克彦 

2006 (平成 18) 年7月1日から7月5 □まで中国- 
広州で第11回女子アジア選手権が開催された。選手団は6 
月17日の事前合宿を終え6月29日に現地入りしていた。 
私は7月1日現地入りするため事前に電話で倉田トレーナー 
に選手の状態と気候について問い合わせた。その情報は、耐 
えられないくらい湿度が高く暑い気候であり、風邪による脱 
水と暑さによる疲労で数名が体調不良を訴えているとの事で 
あった 。 

ドクターバッグには補液はありますが、一人で福岡より現 
地入りした荷物にはオーエスワン（大塚製薬）とい〇補液を 
経□液にした飲料を持参した。実際、現地へ到着しての広州 
天河体育館での練習 • 試合では湿度が高<座っているだけで 
玉の様な汗が噴き出して不快指数は大変高いものであった。 
試合後に数名の選手に飲んでもらったが少し塩味であま0好 
評とはいえなかった。しかし、暑さや運動で大屋の汗をかい 
た後の脱水症吠またはその予防としては経□であるため最適 
の治療と判断された。 

大会は、参加国数は4力国（日本、韓国、中国、カザフ 
スタン）で1日おきの1回戦総当りリーグ戦であった。ホ 
テルから体育館まではパスで20分程度の移動であり負担は 
かからなかった。気候ち徐々に変化して湿度は低下して日本 
の夏に近い状態と感じるよ〇になってきた。食事は大会期間 
中ほとんど同じ中華料理のメニューであった。皆が食べ慣れ 
ている中華料理ではあったが数日を経たころより選手たちか 
らち徐々に不満の声が生じてきた。しかし、下痢等の腹部症 
状の訴えは無かった。大会期間中は、選手16人中障害を呈 
しない選手は1人だけでその他の選手は重症度 B — 1また 
は B — 2であった。また幸いにも試合中の怪我等で病院へ 
搬送する大きな怪我人または病人はでなかった。しかし、7 
月3日の試合で C P の選手が眼瞼裂傷を受傷、その後複視 
を認めた。そのため、携帯電話にて直接当院の眼科医師にコ 
ンサルトして指示を得る事ができ、私自身のストレスを減じ 
る事が司能であった。毎日のケアに関しては、倉田トレーブ 
一が昨年より引き続き長期に渡って チームに 帯同しており、 
選手とのコミュニケーションち十分に取れており毎日遅くま 
で獅子窗迅の活躍であった。 

ドーピングに関しては、事前合宿にて啓蒙活動を行った。 
今年からは JADA が競技外ドーピングを本格的に取り組む 
とい〇ことで選手たちにも教育が行渡っている印象であっ 
た。今大会はドーピングルームの設置はあったが検査は行わ 
れなかった。 

結果は3位であり、200了年の世界選手権出場権を得る 
ことができた。ベルト•パウアー監督の指導にて上位の韓国、 
中国(こ対しても十分勝機を見出せる結果であった。また:スタ 
ッフ • 選手とメディカルチー厶との関係も良好であり、今後 
ますますチームが強化され世界に通用するチームへ発展する 
一助となれたら幸いである。 
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第 1 回 女子 ユース 世界選手権 

熊本赤十字病院整形外科宮本彦 

【はじめに】 

2〇〇6年8月11日から8月21日まで第1回り -18 女子世 
界選手権がカナダ•シャーブルック市で開催されましたが、今回私 
は8月8□から8月18日まで帯同ドクターとして活動致しました 
のでここ(こご報告申し上げます。 

【選手団の概要】 

選手団は役員5名（森安団長、繁田監督、楠本コーチ、私、木下 
トレーナー)、選手16名の合計21名。 

【現地までの移動】 

高校総体決勝の翌日 （8 月8日）に関空を出発（〇ち前日決勝を 
戦った5人を含®)とい5強行軍に加え、米国デト□イト空港まで 
約12時間半、 transit が約1時間半あり、デト□イトからモント 
リオール空港まで約2時間、さらに空港から宿泊先であるシャープ 
ルック大学まで高速バスで2時間半と選手にとってはかなりハード 
な移動でありました。この間に、デト□イトでは空港がかなり混雑 
していたために予定していたフライトに間に合わず約4時間遅れ、 
さらにモントリオール空港では選手2人のスーツケース及びドクタ 
ーパックが紛失していたため 、 baggage claim でこの手続きなど 
に約1時間ほどを要しましだ。このために宿舍に到着する予定をは 
るかに越え、8月8日23時15分にようやく到着しました（この後、 
荷物は全て見つかり現地に午前3時過ぎに運ばれてまいりました)。 

【現地の様子】 

シャープルック市はケベック州南部で、モントリオールの約 
150 km 東に位置しており、人口約1〇万人前後の小さな都市で 
ある。シャープルック大学は丘陵地帯にあり、宿舎からはその町並 
みがきれいに望むことができました。到着した翌日は昼間は気温が 
26度でしたが、翌日以降は1了-20度であり、また夜間は10度 
以下に冷え込むことちあり、暑さ対策のみならず夜間の寒さ対策も 
必要でした（現地の方に尋ねたところ、今年は例年8月の気温より 
4_3度低いとのことでありましだ)。 

選手村は学生寮を使用してお0、 3—4階建ての建物が幾つもあ 
り、このうち□本チームには2フロアが割り当てられました。1人 
部屋と2人部屋があり、それぞれ 6-8 畺ほどの中にロッカー、冷 
蔵庫、ベッドがあり、窓が1方向のみありまし/^。換気は入り□を 
あけると可能でしたが、換気扇はありませんでした。またハウスキ 
ービングは1週間に1回しかな<、べッドのシーツの交換を当初よ 
り毎日して欲しいとの要望をしましたが、予算の関係でできないと 
され残念でした。しかし前述のごとく夜間も寒かったために寝汗を 
多くかくこともなく何とか凌げたところでありました。 

洗濯は丨 C カード式の乾燥機能付きの洗濯機が幾つかあり、これ 
らがいつでも使用可能でした。また共用部分に日本語環境も使える 
パソコンが数台あり、これが大会開催期間中は無料で使え、国内の 
ニュースなどは知り得ることができました。 

【食事及び飲料について】 

宿舎から歩いて約1〇分の所に学内のカフェテリアがあり、大会 
期間中はミールクーポンを各個人に渡され、決まった範囲内であれ 
ば自由に食事をすることができました。この際にミネラルウオータ 
一も手に入れるごともできましだ。さらに売店も隣接しており、補 
食や飲料水ち欲しければ手に入れることが可能でありました。 


またミネラルウオーターは每試合の前後に控え室に各チームごと 
に用意されており、スポーツドリンクは試合のベンチ横にタンクが 
あり、これから常に得ることができました。これらより飲鞞水に困 
ることは殆どありませんでした。 

【会場までの移動】 

大会会場までは宿舎からバスで約20分であり、大会開始当初は 
対戦チーム同士が同じ送迎バスに乗って宿舍を出るようになってい 
ましたが、（恐らく他チー厶からのクレームで）3日目あたりから 
各チームごとにパスが分かれて送迎を受けるようになりまし/^。ま 
た大会期間中は、カードを提示すると市内を周遊しているパスにち 
自由に乗れだ;ため、他チームの試合を見学に行く際などにこれを利 
用したりしました。 

【選手団の医務活動】 

出発前に選手の常備薬をチェックし、ドーピングに問題が生じな 
い内服薬のみを使用許可しました。また飛行機での移動が長いた 
め、こまめにうがいができるよう選手個人にうがい薬を携帯させま 
した。このことや今回の遠征先はは湿度が低く、日中ち過ごしやす 
かったこともあり、前回帯同した際に多くみられた上気道炎ゆ胃腸 
障害を起こす人は殆どいませんでした。 

また大会中に行われるドーピング検査について、選手は全く未経 
験であるため、どのよ:ろな流れで行われるかを選手団全員にバソコ 
ンを利用して説明しました。 

また軽微な傷害を持っていた選手(こは傷害予防の方法などについ 
て指®を行いました。大会期間中で私が帯同している間には、試合 
に差し支えるよ〇な傷害は発生しませんでした。しかし私がチ ー A 
を離れた日に行われた試合で1名が膝周囲を負傷し、その後の試合 
に出場できなかったことがあり、後悔が残る結果となりました。 

【 ドーピングコン ト ロールに ついて】 

大会直前にあったテクニカルミーティングでは、予選ラウンドか 
ら每試合後にドーピングコント□ールを行〇と通達がありました 
が、実際は予選ラウンドではゼロでした。さらに予選ラウンドの途 
中で大会競技責任者にお会いした際に『本当に大会期間中にドーピ 
ング検査は行われるのですか？ J 1 と尋ねたところ、『オフコース! J 1 
との返事でした。どうやら（予算の関係もあるのでしょ〇が）順位 
決定戦以上の試合後に各チームから1名ずつピックアップされ、体 
育館内にある検査室に案内されたようです。日本チームも7位決定 
戦後に2名指名され、この5ちの1名が呼ばれたよラであります 
が、私が帰国した後にあったために監督が同行されたと伺っており 
ます。 

このために実際の様子は確認することができず、この点ち今回の 
帯同で心残りな点でありました。 

【終わりに】 

今回は2000年のアジアジュニア選手権に次いで2度目の帯同 
でありましたが、前述のごとく帯同できる期間に限りがあり、繁田 
監督はじめ関係各者に多々ご迷惑をおかげしたことと思います。こ 
の場を通じてお詫び申し上げます。 

また今回の遠征では出発から前述致しましだ様々なアクシデント 
があり、さらにカブダ滞在中に英国でのテ□未遂事件があり、帰 
国の際に米国の空港に入るのが level 5 mz level 4に引き下げ) 
の厳戒態勢になっているなど通常の旅行では余り体験しないことま 
で経験させていただき、非常に印象深いミッシヨンになりました。 

最後になりましたが、今回私に世界選手権帯同とい〇素晴らしい 
機会を与えて頂きました協会の方々、さらに帯同に関して御指導、 
御支援下さいました多 < の方々、スタッフに深 < 感謝申し上げます。 
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スコアールー _ 
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第70回沪ジ沪男孑ジ : i ニア選字權 
繡第7?回ヒロシ7国膝六台 

開催期日： 2006年8月22日（火）〜9月1日（金） 

会 場：広島市 


▼予選リーグ A 組 

韓国 
日本 
韓国 
中国 
韓国 
中国 
日本 
中国 
ィンド 
韓国 

▼予選リーグ B 組 

チャイニーズ，タイペイ 

イラン 

クウェート 

クウェート 

サウジアラビア 

カタール 

クウェート 

イラン 


35 (21 -15、14- 19) 

36 (17-4、19-8) 
39 (18 — 10、 21-10) 
33 (20-15、 13-15) 
48 (27- 8、 21-12) 

32 (19 — 13、13- 16) 
43 (21 — 10、 22- 6) 

38 (16-4、 22-7) 

37 (18-9、19一 15) 

33 (16-14、 17-15) 

39 (18-9、 21-12) 
35 (16-16、19 - 14) 

34 (16-10、18- 15) 
42 (26 -13、 16-14) 
31(15-15、 16-16) 

35 (18-10、 17-9) 
30 (12-12、 18-13) 
48 (21-7、 27-9) 


34中国 

12マカオ 
20インド 
30日本 

20マカオ 

29インド 
16インド 
11マカオ 

24 マカオ 
29日本 

21香港 
30 カタール 
25 サウジアラビア 
27 チャイニーズ•タイペイ 
31 イラン 
19香港 
25 カタール 
16香港 


サウジアラビア 

41(20-13、 

カタール 

36 (17-9、 

サウジアラビア 

49 (24 -11、 

クウェ'ート 

30 (16-14、 

クウェート 

39 (17-13、 

イラン 

40 (21-17、 

サウジアラビア 

30 (14 — 15、 

▼決勝トーナメント準決勝 

韓国 

35 (16-10、 

クゥェート 

41(18-17、 

▼9 一 10 位決定戦 


チヤイニーズ•タイペイ 

47 (27- 8、 

▼7 — 8 位決定戦 


カタール 

41(19-9、 

▼5 位一 6 位決定戰 


日本 

32 (17-17、 

▼3 位決定戦 


サウジアラビア 

40 (17 — 12、 

▼決勝 


クウェート 

34 (18-12、 


21- 22) 35 チャイニーズ*タイペイ 

19-15) 24 チャイニーズ.タイペイ 

25- 6) 17 香港 

14- 15) 29 イラン 

22- 12) 25香港 

19-16) 33 チャイニーズ.タイペイ 

16-15) 30 カタール 

19- 16) 26 サウジアラビア 

23- 18) 35中国 

20- 6) 14マカオ 

22- 10) 19インド 

15- 10) 27 イラン 

23- 14) 26中国 

16- 16) 28韓国 


スコアール ■ 

② 


第6 7回国民你蔺六会 

開催期日: 2006年10月6日（金)〜10日（火) 
会 場：兵庫県•朝衆市ほか 


【成年男子】 



▼1 回戦 



埼玉県 

42 (23 — 10、 19— 9) 19 

香川県 

愛知県 

35 (19-9、 16-10) 19 

京都府 

秋田県 

37 (19-13、 18-12) 25 

北海道 

熊本県 

35 (18-10、 17-13) 23 

千葉県 

佐賀県 

50 (26— 7、 24-15) 22 

岩手県 

東京都 

31(15-9、 16-21) 30 

福井県 

三重県 

41(19-10、 22- 7) 17 

大阪府 

広島県 

41(20-6、21- 7) 13 

兵庫県 

▼準々決勝 



埼玉県 

46 (21-10、 25-13) 23 

秋田県 

愛知県 

39 (17-11、 22-12) 23 

熊本県 

佐賀県 

33 (17-10、 16-14) 24 

三重県 

広島県 

38 (20- 6、 18- 7) 13 

東京都 


▼準決勝 



埼玉県 

31(12-16、 19-11) 27 

佐賀県 

広島県 

33 (17-16、 16-15) 31 

愛知県 

▼3 位決定戦 



愛知県 

36 (13 — 17、 23-15) 32 

佐賀県 

▼決勝 



埼玉県 

33 (16-14、 17-18) 32 

広島県 

* 埼玉県は3年連続13回目の優勝 



▼最終成績 
優勝：埼玉県 
2位：広島県 
3位：愛知県 
4位：佐賀県 

5位：秋田県、東京都、三重県、熊本県 



株式会社 d : 
本社 / 〒 732—0828 
広思市南区京欖町 2.22 
TEL (082) 264-3211 (ft) 


I ^^ 0 _ 一一 _ - 


暮らしの夢をひろげたい。 


時代の流れとともに、刻々と変化するお客様のニーズ。 

数ある商品の中から、常に新し V 嗰摘を厳選してお届けするイズミは、 
流通のエキスバートとして、暮らしのパートナーとして、 

お客様とともに暮らしの夢をさらにひろげた t 、と考えて^、ます。 

もっと大きな明日へ。動き続けるイズミです。 
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15- 10)17 
12- 9)17 
9 -11) 20 

16- 7)17 


26 (15-10、11-8)18 
26 (16-4、10- 8)12 

18 (14-4、4 - 10) 14 

28 (19-9、9 -11) 20 


31(16-9、 15-15) 24 

26 (14-6、 12-12) 18 
33 (16-9、 17- 7) 16 

27 (10-10、 17-11) 21 
17 (6-9、 11-5) 14 
29 (11-5、 18- 5) 10 
23 (9-12、 14- 8) 20 
37 (20-11、 17—9) 20 


【少年女子】 

▼1 回戦 

京都府 

埼玉県 

兵庫県 

山口県 

大阪府 

宮崎県 

三重県 

富山県 

▼準々決勝 

京都府 

兵庫県 

宮崎県 

富山県 

▼準決勝 

京都府 

富山県 

▼3 位決定戰 

兵庫県 

▼決勝 

富山県 

* 富山県は初優勝 


熊本県 

岡山県 

岡山県 

石川県 


岩手県 

北海道 

三重県 

広島県 

愛知県 

熊本県 

山梨県 

大阪府 

沖縄県 
香川県 
宮崎県 
滋賀県 
大分県 
秋田県 
山□県 


岩手県 

大阪府 

北海道 

千葉県 

京都府 

愛媛県 

福島県 

奈良県 

東京都 

秋田県 

兵庫県 

長崎県 

三重県 

山梨県 

福井県 

茨城県 


▼最終成績 
優勝：富山県 
2位：京都府 
3位：兵庫県 
4位：宮崎県 

5位：埼玉県、三重県、大阪府、山口県 


茨城県 

35 (14-13、 15-16) 31 

▼準々決勝 

(3-2 延長 3-0) 

京都府 

23 (9-12、 14-10) 22 

神奈) n 県 

26 (11-11、 15-12) 23 

兵庫県 

42 (20-20、 16-16) 41 
(5-2 延長 1-3) 

岐阜県 

▼準決勝 

37 (18-19、 19-15) 34 

神奈川県 

28 (17-9、 11-15) 24 

兵庫県 

▼3 位決定戰 

37 (15-21、 22-12) 33 

京都府 

▼決勝 

40 (20—13、 20-11) 24 

神奈川県 

33 (14-13、 19-17) 30 


* 神奈 j 1 1県は8年ぶり通算4回目の®勝 

▼最終成績 
優勝：神奈川県 
2位：兵庫県 
3位：京都府 
4位：岐阜県 

5位：茨城県、埼玉県、富山県、福井県 


千葉県 


富山県 

埼玉県 

福井県 

茨城県 

京都府 

岐阜県 

岐阜県 

兵庫県 


大分県 
宮城県 
神奈川県 
愛知県 
千葉県 
北海道 
香川県 
青森県 

埼玉県 

山口県 

大阪府 

三重県 

兵庫県 

宮崎県 

宮崎県 

京都府 


【成年女子】 



▼1 回戦 



東京都 

23 (12-11、 

11-11) 22 

秋田県 

30 (14-15、 

16-14) 29 

兵庫県 

39 (21-3、 

18- 4) 7 

長崎県 

25 (13-7、 

12- 12) 19 

三重県 

32 (16—3、 

16- 9) 12 

福岡県 

33 (16 - 7、 

17- 14) 21 

福井県 

27 (13-8、 

14-14) 22 

茨城県 

34 (15-10、 

19- 6) 16 

▼2 回戰 



鹿児島県 

47 (25- 3、 

22-14) 17 

岡山県 

36 (20-11、 

16- 8) 19 

香川県 

22 ( 9 - 12、 

13- 9) 21 

愛知県 

28 (15-3、 

13-4) 7 

熊本県 

38 (16-5、 

22- 7) 12 

福岡県 

25 (11-1 U 

14- 9) 20 

広島県 

37 (20-8、 

17- 8) 16 

石川県 

33 (18-10、 

15-14) 24 

▼準々決勝 



鹿児島県 

31 (16 -12、 

15-17) 29 

熊本県 

40 (22- 6、 

18- 8) 14 

岡山県 

30 (20- 5、 

10- 8) 13 

石川県 

40 (18 - 7、 

22- 9) 16 

▼準決勝 



鹿児島県 

30 (12-14、 

13-11) 28 


(2-1 延長 3-2) 

石川県 

28 (17-11、 

11-12) 23 

▼3 位決定戦 



熊本県 

33 (16 - 8、 

17- 8) 16 

▼決勝 



鹿児島県 

28 (15-9、 

13-17) 26 


* 鹿児島県は2年連続2回目の僵勝 

▼最終成績 
優勝：鹿児島県 
2位：石川県 
3位：熊本県 
4位：岡山県 

5位：愛知県、広島県、香川県、福岡県 


【少年男子】 

▼1 回戦 

京都府 

38 (17-11、 15-21) 36 

香川県 

(3-2 延長 3-2) 
35 (20- 7、 15- 9) 16 

宮崎県 

27 (10-13、 17-11) 24 

滋賀県 

40 (20 — 14、 20- 9) 23 

兵庫県 

30 (15-13、 15-15) 28 

秋田県 

31(20-12、 11-15) 27 

福井県 

40 (21-20、 19-14) 34 

千葉県 

42 (21 -16、 21-19) 35 

▼2 回戦 

京都府 

24 (14-11、 10-12) 23 

富山県 

25 (12-12、 13-10) 22 

神奈川県 

29 (15-8、 14- 9) 17 

培玉県 

36 (19—15、 17-11) 26 

兵庫県 

28 (14-14、 14-12) 26 

岐阜県 

36 (17-13、 19-12) 25 

福井県 

33 (16-12、 17-11) 23 


7 8 910 


2 0 2 9 

la -1 1- IX 

/(V /IV /IN /(V 

7 2 15 
2 2 2 3 


目ボ票票県 
川島知岡 
香広愛福 
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がんトポ-ル10万人金 「サポ • 卜金員」10月入会 • 緬糖金 員 

【茨城】野村正志 【千 葉】岡本聡 【東京】 東尾吉信、有田美恵 【神奈川】 佐久間健、久保弘毅、白井章 
【富 山】 若松路夫 【石川】 中田絵里、中田麻里 【愛知】 秋田真理子、坪井夕香【滋賀】高谷亮太 
【大阪】 赤星明、西端美重子、平山廣菜、中塚冨佐子、西田佳子、小薮律子 【岡山】 福岡誉之 
【広 島】塩屋正子、西山絵理 【佐 賀】久保田秀光 【長崎】 藤山聖子 


【12月 <9行事9定】 


【备莪 j . 

12月24日(日） 常務理事会(愛知） 

吠#】 . 

12月1日邋〜15日後） 

第15回アジア競技大会（カタール.ドーハ) 


12月20日 ㈨ 〜24日(日） 

第59回全日本総合選手権大会(愛知県 • 名古屋市） 

12月24日(日)〜27日 ㈨ 

第15回 JOC ジュニアオリンピックカツプ(大阪府•堺市) 


■お詫びと訂正 

前号 （11 月号）の表紙写真の説明で「神森中学の 平良大輔選手 」とご紹介しましたが、正しくは r 神森中学の 又吉裕喜選手 」で 
した。お詫びして訂正させていただきます。 

前号 （11 月号）の14ページ、ジャパンカップ•高山氏の原稿で 「8月8〜12日 の日程で、全日本男子チームの強化合宿…」とあるのは、 
正しくは「8月2〜8日」でした。お詫びして訂正させていただきます。 


■北京オリンピック出場応援キャンペーン募金 

第61回国民体育大会(兵庫県） 11,503円 


HAND BALL CONTENTS Dec* 


アジア大会に挑む . 蒲生晴明1 

第61回国民体育大会 

総評 . 大原康昇2 

トピックス:チームー丸となっての国体出場…北澤昌明3 

觀 . 5 

第10回アジア男子ジュニア選手権(第11回ヒロシマ国際大会） 
日本5位に終わり世界選手権出場ならず……山本一 7 

第10回アジア選手権を終えて . 滝川一郎8 

試合戰評 . 1〇 

2006年 U — 16女子日韓親善ハンドボール交流大会 

報告 . 古橋幹夫 11 

参加選手感想 . 平川愛里•原希美13 


第1回女子ユース世界選手権に参加して 

... 池渕智一•檜崎潔14 

フリースロー：他人事ではない . 早川文司15 

連載66: NTS 2006報告センタートレーニングへの推薦選手 

. 田中茂 16 

指導委員会コーチング研究会報告④ . 山下純平18 

医事委員会だより：帯同報告 

. 沖本信和•佐久間克彦•宮本和彦20 

スコアールーム：第10回アジア男子ジュニア選手権/ 

第61回国民体育大会 . 22 

「10万人会」10月会員/12月の行事/訂正/目次 . 24 

(登録 チームの 購読料は登録料に含む） 


平成の世に、犯罪 • 結露，熱伝導から、 

お客様を助けるために立ち上がった会社があった！ 

スペー—シアペアマノレチ セキユオ 


がんばるサンクス http://www.thanx3.com 

株式会社サンクスコ-ポレ-シヨン建築硝子部 

亍 157-0061 東京都世田谷区北烏山8— 1 一5 
TE し (03)531 3 — 6714 FAX (03) 5384-0220 
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Rasies, 

sound mind, sound body 

JAPAN 、 名品の系譜。 

機能だけではない、風格のようなものがなければならぬ u 



グリップカに優れた国産ラバー採用の JAP AN ラバーソールと 
しなやかで通気性のあるエクセーヌを使づたカラーアッパーに 


足入れ感を高めてクラシカルな名品復刻モデル。 

スカイハンド ® JAPAN- MT 

THH514 ¥16.800( 本体 ¥ 16 . 000 ) 

•カラー： 5093ネイビーブルー x シルパー 
•サイズ： 23.0〜29.0 cm 


名品スカイハンド SP のフオルムを受け継いだローカットモデル。 


スカイハンド ® JAPAN-S 

THH515 ¥15.750( 本体¥15,000) 

• カラー： 2300レッド X パールホワイト 

5093ネイビーブル ー X シルパー 
_サイズ： 23•〇〜 29.0 cm 





アシックスシューズのストライプデザインはアシックスの商標であり、世界の多くの国で登録された商榇です。 表示価格は消? t 税込みのメーカー 

希望小売価格です。 （） 内は消黄税抜きの本体価格です。 http://www.asrfcs.co.jp 商品についてのお問い合わせは「アシックスお客様相談室」までどうぞ。 03-3624-1 814、06-6385-1155 
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